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「叡智と勇気・誇りをもって
ウィサーブ」
「和の心」

弥
生
三
月
、
仲
春
の
月
で
あ
り
ま
す
。

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
、
こ
の
月
も
半
ば
に
な
る
と
南
の
方
か
ら
桜
前
線
が
上
り

始
め
ま
す
。
春
は
そ
の
中
に
あ
る
よ
り
も
、
待
つ
間
が
楽
し
い
と
も
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
地
区
内
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
昂
揚

に
ご
活
躍
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
発
の
経
済
恐
慌
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
世
界
中
が
そ
の
影
響
を

受
け
大
変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
年
が
変
わ
り
、
２
０
０
９
年
１
月
２０
日
（
日
本
時

間
で
は
１
月
２１
日
朝
）
同
じ
ア
メ
リ
カ
で
世
界
中
が
注
目
す
る
中
、
過
剰
な
ま
で
の

期
待
を
受
け
て
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
新
大
統
領
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
新
た
な
責
任

の
時
代
」
を
訴
え
ら
れ
、
新
大
統
領
は
就
任
演
説
の
中
で
、「
�
」（
私
）
と
話
し
た

の
は
冒
頭
だ
け
で
、
１９
分
間
で
５７
回
の
「
Ｗ
Ｅ
」（
私
た
ち
）
が
使
わ
れ
た
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
、「
�
」
で
な
く
「
Ｗ

Ｅ
」
の
精
神
で
あ
り
、「
未
来
志
向
的
に
私
た
ち
に
今
、
何
が
出
来
る
か
を
考
え
、

身
近
で
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
私
は
所
信
の
中
で
述
べ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
共
通
し
た
考
え
で
あ
る
こ
と
に
意
を
強
く
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
期
も
前
半
期
を
終
わ
り
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ブ
会
長
の
皆
様
に
は
当
初
の

計
画
通
り
、
ク
ラ
ブ
運
営
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、「
地
区
運
営
の
基
本
方
針
」
の
中
で
「
会
員
増
強
」
と
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ

ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
」「
指
導
力
育
成
」
を
三
大
重
点
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
、

皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た
。
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
唯
一
つ
の
こ

と
を
除
い
て
は
、
現
在
全
て
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

唯
一
つ
の
こ
と
と
は
・
・
・
？

皆
様
も
お
察
し
の
通
り
で
す
。

そ
う
で
す
！

会
員
の
減
少
で
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
会
長
は
じ
め
皆
様
の
力
強
い
ご
協
力
を
頂
き
、
毎
月
多
く
の
新
会
員
を
招

請
す
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
が
、
誠
に
残
念
な
が
ら
、
そ
の
数
を
上
回
る
多
く

の
退
会
者
を
出
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
新
会
員
の
招
請
、
新
ク
ラ
ブ
の
Ｅ
Ｘ
Ｔ
、
退
会
の
防
止
に
ご
尽
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
北
川
渉
Ｌ
Ｑ
運
営
委
員
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
強
力
な
推
進
と
ク
ラ
ブ
会
長
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
９

月
坂
出
Ｌ
Ｃ
・
１０
月
今
治
サ
ー
チ
ン
グ
Ｌ
Ｃ
・
１２
月
土
佐
み
ず
き
Ｌ
Ｃ
・
１
月
鴨
島

山地章靖地区ガバナーご挨拶
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表紙写真
「坂の上の雲ミュージアム」
周辺が石畳に整備された「道後温泉本館」
まつやまブランドの「カラマンダリン」

今年、市制施行１２０周年という節目の年を迎える松山市で
は、小説『坂の上の雲』をモチーフとしたまちづくりを進め
ています。松山城や道後温泉をはじめ、市内に点在する小説
ゆかりの地や地域資源を結びつけ、まち全体を屋根のない博
物館とする「フィールドミュージアム構想」を掲げ、回遊性
の高い、物語のある豊かなまちづくりを目指しています。
その中核施設として、平成１９年４月『坂の上の雲ミュージ

アム』がオープンしました。この建物は、安藤忠雄氏による
設計で、コンクリートのうちっぱなしに三角形のユニークな
形状が特徴です。館内は、小説『坂の上の雲』の世界を映像
や展示物で分かりやすく紹介しています。
この小説『坂の上の雲』が、今秋から３カ年間にかけて、

ＮＨＫスペシャルドラマとして全国放送が始まります。
ぜひ、“いで湯と城と文学のまち” 四国 まつやまにお

越しいただいて、ゆったりゆっくりとした、まち歩きをお楽
しみください。

Ｌ
Ｃ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
Ｌ
Ｑ
は
目
標
と
し
ま
し
た
各
県
で
一
つ
の

Ｌ
Ｑ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
Ｗ
Ｈ
の
開
催
を
実
現
し
ま
し
た
。

「
指
導
者
育
成
の
為
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
会
」
は
、
西
原
透
元
ガ
バ
ナ
ー
・

名
誉
顧
問
に
全
面
的
な
協
力
を
頂
き
、
講
師
と
し
て
地
区
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー

の
ご
指
導
を
頂
き
、
順
次
各
リ
ジ
ョ
ン
で
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
４
月
に
は
坂
出
市
に
於
き
ま
し
て
、
第
５５
回
地
区
年
次
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

今
期
地
区
運
営
の
総
決
算
と
し
て
、
ま
た
次
期
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
第
一
・
第
二
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
選
出
す
る
重
要
な
大
会
で
あ
り
ま
す
。

「
夢
無
限
・
海
橋
と
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
の
都
で
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

地
区
年
次
大
会
委
員
会
を
中
心
に
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
「
お
も
て

な
し
」
の
準
備
に
励
ん
で
お
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
多
数
の
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�
第
５５
回
地
区
年
次
大
会
・
in
坂
出
�

皆
様
と
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６－

Ａ
地
区

地
区
ガ
バ
ナ
ー

山
地
章
靖

第４７回東洋・東南アジアフォーラムにて（香港）
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第
４７
回
東
洋
・
東
南
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
２
０
０
８
年
１２
月
４
日
か
ら
１２
月
７
日

ま
で
の
日
程
で
、
イ
ギ
リ
ス
香
る
香
港
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
初
３
３
６－

Ａ
地
区
は
６０
名
の
要
請
で

あ
り
ま
し
た
が
、
三
谷
喜
朗
大
会
参
加
委
員

長
の
ご
努
力
で
７６
名
の
参
加
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

出
発
は
１２
月
４
日
１０
時
関
空
発
Ｊ
Ａ
Ｌ
便

で
あ
り
ま
す
。
当
日
早
朝
坂
出
出
発
は
き
つ

い
と
云
う
こ
と
で
ガ
バ
ナ
ー
の
お
伴
を
し
て

森
崎
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
、
原
北
事
務
局
長
、

河
崎
事
務
局
次
長
の
５
人
で
関
空
ホ
テ
ル
に

前
泊
し
ま
し
た
。

４
日
８
時
、
関
空
出
発
ロ
ビ
ー
は
Ａ
地
区

メ
ン
バ
ー
、
複
合
地
区
の
メ
ン
バ
ー

等
で
ラ
イ
オ
ン
一
色
に
な
り
ま
し
た
。

１０
時
フ
ラ
イ
ト
、
４
時
間
３０
分
後
、

無
事
香
港
国
際
空
港
（
チ
ェ
ク
・
ラ

ッ
プ
・
コ
ッ
ク
空
港
）
到
着
。
バ
ス

に
乗
り
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

出
迎
え
た
の
は
超
高
層
ビ
ル
（
中

に
は
４
０
０
ｍ
を
超
す
も
の
も
あ

る
）
群
と
超
高
層
住
宅
群
で
し
た
。

聞
け
ば
超
高
層
建
築
集
積
率
は
世
界

で
２
番
目
に
多
く
、
こ
れ
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区
に
次

ぐ
も
の
だ
そ
う
で
す
。

又
、
香
港
の
名
称
は
香
木
の
集
積

港
に
由
来
す
る
と
の
事
で
す
。
行
政

は
第
一
次
ア
ヘ
ン
戦
争
後
１
８
４
２

年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
永
久
割
譲
、

１
９
９
７
年
に
返
還
さ
れ
た
後
、
中

国
内
で
香
港
特
別
行
政
区
と
し
て
一
国
二
制

度
の
採
用
で
２
０
４
７
年
ま
で
資
本
主
義
の

シ
ス
テ
ム
を
取
り
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

５
日
１５
時
、
ア
ジ
ア
・
ワ
ー
ル
ド
エ
キ
ス

ポ
会
場
で
行
わ
れ
た
開
会
式
に
参
加
し
ま
し

た
。
ガ
バ
ナ
ー
達
は
壇
上
に
着
席
、
香
港
特

別
行
政
区
長
官
の
到
着
を
待
っ
て
式
は
始
ま

り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
デ
ル
国
際
会
長
の
長
め
の
挨
拶
の

後
は
、
韓
国
席
か
ら
日
本
席
へ
、
日
本
席
か

ら
韓
国
席
へ
と
３
３
６－

Ａ
と
３
５
４－

Ｄ

両
地
区
の
特
設
懇
親
会
場
と
な
り
旧
交
を
暖

め
ま
し
た
。

１８
時
か
ら
は
香
港
中
心
部
に
あ
る
ハ
ッ
ピ

ー
バ
レ
ー
競
馬
場
６
Ｆ
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
で

�
Ｍ
Ｄ
３
３
６
の
夕
べ
�
が
開
催
さ
れ
仲
間

達
と
の
和
や
か
な
会
話
が
い
つ
ま
で
も
続
き

ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
眼
下
に
広
が
る
パ
ド
ッ
ク

に
あ
る
緑
の
芝
の
美
し
い
こ
と
。
７
０
０
万

都
市
に
あ
っ
て
神
神
し
い
ま
で
の
静
寂
。
馬

の
い
な
な
き
が
今
に
も
聞
こ
え
そ
う
な
錯
覚
。

本
当
に
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気
の
中
で
の
�
夕

べ
�
で
あ
り
ま
し
た
。

東東洋洋・・東東南南
アジアフォーラム
に参加して 地区キャビネット幹事

石 井 淑 雄

大会会場（アジア・ワールドエキスポ）

セントポール天主堂跡（マカオ）

２

東洋・東南アジアフォーラム



６
日
、
ガ
バ
ナ
ー
は
５
日
に
続
き
「
国
際

会
長
、
国
際
第
一
副
会
長
と
ガ
バ
ナ
ー
、
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
会
議
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、

一
般
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

香
港
か
ら
高
速
双
胴
船
で
１
時
間
の
船
旅
、

そ
こ
に
は
香
港
と
は
趣
が
異
な
る
ポ
ル
ト
ガ

ル
香
る
港
町
マ
カ
オ
が
あ
り
ま
し
た
。

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
天
主
堂
跡
を
含
め
２２
の
歴

史
的
建
造
物
と
８
つ
の
広
場
が
「
マ
カ
オ
歴

史
地
区
」
と
言
う
名
前
で
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
本
で
も
馴
染
み
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
も
こ
こ
マ
カ
オ
を
拠
点
に
東
南
ア

ジ
ア
で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

世
界
遺
産
見
学
の
後
は
カ
ジ
ノ
で
す
。

３
年
前
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
追
い
抜
き
世
界
最

大
の
カ
ジ
ノ
都
市
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
私

達
も
少
し
で
す
が
そ
れ
に
貢
献
し
た
と
思
い

ま
す
。
人
口
５２
人
万
の
都
市
は
今
、
年
間

２
、０
０
０
万
人
の
観
光
客
を
迎
え
入
れ
て

い
る
観
光
産
業
大
都
市
で
あ
り
ま
し
た
。

１８
時
、
ガ
バ
ナ
ー
の
お
伴
を
し
て
開
会
式

が
行
わ
れ
た
同
じ
会
場
の
ア
ジ
ア
・
ワ
ー
ル

ド
エ
キ
ス
ポ
で
行
わ
れ
る
ジ
ャ
パ
ン
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
出
席
し
ま
し
た
。
日
本
の
８
複
合

地
区
の
議
長
、
ガ
バ
ナ
ー
、
一
般
招
待
者
で

会
場
は
ほ
ぼ
満
席
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
７
月
に
行
わ
れ
る
第
９２
回
ミ
ネ
ア
ポ

リ
ス
国
際
大
会
で
選
挙
さ
れ
る
３
３
７－

Ａ

地
区
４
Ｒ
４
Ｚ
太
宰
府
Ｌ
Ｃ
所
属
の
不
老
安

正
国
際
理
事
候
補
に
国
際
会
長
始
め
各
国
の

国
際
理
事
か
ら
盛
ん
に
激
励
と
期
待
が
述
べ

ら
れ
、
か
つ
日
本
か
ら
国
際
大
会
へ
の
多
数

の
参
加
と
代
議
員
に
よ
る
投
票
を
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
ご
本
人
が
国
際
理
事
候
補
と
し
て

所
信
を
表
明
、
万
雷
の
拍
手
で
閉
宴
と
な
り

ま
し
た
。

７
日
、
沢
山
の
出
会
い
と
感
動
を
お
土
産

に
無
事
帰
国
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
只
只
感
謝
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
報
告
と
い

た
し
ま
す
。

３



高
知
と
さ
み
ず
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
報
告

「
思
春
期
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」プ
ロ
グ
ラ
ム
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高
知
と
さ
み
ず
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
特
別
委
員
会
委
員
長

北

泰
子

●
日

時
平
成
２０
年
１２
月
１３
日
（
土
）

９
時
〜
１６
時

平
成
２０
年
１２
月
１４
日
（
日
）

９
時
〜
１７
時

●
場

所

高
知
中
学
・
高
等
学
校
食
堂

●
対
象
者

高
知
中
学
・
高
等
学
校
教
員

●
講

師

外
川

澄
子

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
認
定
講
師

東
京
都
立
小
学
校
校
長

●
参
加
者
数

参
加
予
定
者

２７
名

１
日
目
参
加
者

２０
名
＋
１
名

（
前
回
参
加
・
終
了
者
）

２
日
目
参
加
者

１９
名
＋
１
名

（
前
回
参
加
・
終
了
者
）

修
了
証
交
付
者

１９
名

●
ス
タ
ッ
フ

１
日
目

高
知
中
学
・
高
等
学
校

担
当
者

秋
山

教
一

高
知
と
さ
み
ず
き
Ｌ
Ｃ

４
名

（
浜
田
・
岡
林
・
武
藤
・
北
）

北
川

渉

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
運
営

委
員
長

２
日
目

高
知
中
学
・
高
等
学
校

担
当
者

秋
山

教
一

高
知
と
さ
み
ず
き
Ｌ
Ｃ

４
名

（
浜
田
・
岡
林
・
竹
村
・
北
）

北
川

渉

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
運
営

委
員
長

田
上

正
司

６
Ｒ
青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ

Ｆ
・
市
民
奉
仕
・
児
童
奉
仕
委
員

森
下

広
和

７
Ｒ
青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ

Ｆ
・
市
民
奉
仕
・
児
童
奉
仕
委
員

高
橋

光
男

前
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

１
日
目

開
講
式（
８
時
５０
分
〜
９
時
）

�

高
知
と
さ
み
ず
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
挨
拶

浜
田
久
美
子

�

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
運
営
委
員
長

挨
拶

北
川

渉

�

高
知
中
学
・
高
等
学
校
校
長
挨
拶

高
地

弘
泰

�

講
師
紹
介

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
始（
９
時
〜
１６
時
）】

午
前
（
９
時
〜
１１
時
３０
分
）

�

ゲ
ー
ム
を
行
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る

�

自
己
紹
介

�

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
と
は
？

�

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柱
・
背
景
に
つ
い
て

�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
主
題
・
目
的
・

特
徴
に
つ
い
て

�

「
居
心
地
を
良
く
す
る
た
め
の
ル
ー

ル
づ
く
り
」

・
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
役
割
分
担
を
し
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
。

�

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
指
導
法

昼
食
（
１１
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分
）

午
後
（
１２
時
３０
分
〜
１６
時
）

�

教
材
検
討（
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
方
式
）

�
各
自
の
検
討

４０
分

	
発
表
す
る
時
間

４０
分

�

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

「
青
少
年
の
特
徴
」「
青
少
年
の
問
題

行
動
」「
大
人
が
で
き
る
支
援
と
は
」

�

危
険
行
動
防
止
を
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー

作
り

�

振
り
返
り

２
日
目

午
前
（
９
時
〜
１２
時
４０
分
）

�

エ
ネ
ジ
ャ
イ
ザ
ー

�

講
師
が
授
業
例
を
示
す

�

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
授
業
の
準

備
�

１
グ
ル
ー
プ
発
表
授
業

昼
食
（
１２
時
４０
分
〜
１３
時
４０
分
）

午
後
（
１３
時
４０
分
〜
１７
時
）

�

２
グ
ル
ー
プ
発
表

感
想

講
師
評

�

３
グ
ル
ー
プ
発
表

感
想

講
師
評

�

４
グ
ル
ー
プ
発
表

感
想

講
師
評

�

振
り
返
り
「
賞
讃
の
授
業
」

�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
て
の
感
想

�

修
了
証
書
渡
し

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
て
の
受
講
者
感
想

・
２
日
間
受
け
る
ま
で
は
休
み
た
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
。

道
徳
の
授
業
で
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

・
疲
れ
た
が
、
勉
強
に
な
っ
た
。

・
２
日
間
大
変
よ
く
勉
強
し
た
。

・
よ
く
家
で
妻
に
「
聞
き
ゆ
う
が
？
！
」

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、「
聞
き
方
」
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
て
そ
の
意
味

が
解
っ
た
。

・
疲
れ
た
が
、
２
日
間
い
っ
し
ょ
に
受
け

て
戦
友
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

・
仲
よ
く
な
れ
て
良
か
っ
た
。

・
生
徒
と
の
接
触
の
仕
方
を
考
え
て
い
こ

う
と
思
っ
た
。
今
後
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き

た
い
。

・
体
調
が
悪
か
っ
た
の
で
後
向
き
に
な
り

が
ち
だ
っ
た
が
、
皆
に
は
げ
ま
さ
れ
て

最
後
ま
で
で
き
た
。

・
子
ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
役
立
つ
と
思
う
。

・
い
つ
も
教
師
目
線
で
授
業
を
し
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
。

・
緊
張
し
て
い
た
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と

楽
し
か
っ
た
。

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
後
の
よ
う

に
気
分
が
す
っ
き
り
し
た
。

・
若
い
先
生
方
の
頑
張
り
が
良
い
。
後
を

任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
。

・
２
日
間
、
頭
を
耕
し
て
も
ら
っ
た
。
他

の
先
生
の
色
々
な
面
が
わ
か
っ
て
良
か

っ
た
。

４

ライオンズクエスト



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
て
の
感
想

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク
エ
ス
ト
を
受
講
し
て
」

隅
田

将
之

私
は
今
年
の
３
月
に
大
学
を
卒
業
し
、
４
月
か
ら
本
校

で
時
間
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
専
任
と
な
り
、

担
任
を
も
っ
て
ク
ラ
ス
運
営
に
携
わ
っ
て
い
く
と
き
の
た

め
に
、
今
回
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク
エ
ス
ト
を
受
講
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
を
通
し
て
私
が
一
番
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、

一
緒
に
受
講
し
た
教
員
た
ち
と
の
距
離
が
近
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
関
わ
り
を
も
つ
機
会
の
な
か
っ

た
先
生
と
も
、
様
々
な
活
動
を
共
に
す
る
こ
と
で
自
然
に

親
し
く
な
れ
ま
し
た
。
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
自

己
紹
介
や
、
エ
ネ
ジ
ャ
イ
ザ
ー
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
硬
か

っ
た
表
情
か
ら
、
笑
顔
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
分
け
を
し
て
行
っ
た
班
活
動
で
は
、
自
分
達
で
ル

ー
ル
を
作
る
こ
と
を
経
験
し
た
り
、
役
割
を
分
担
し
て
様
々

な
課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
グ
ル

ー
プ
で
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
メ
ン
バ
ー
間
の
結
束
が
強

く
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
担

任
と
し
て
、
ク
ラ
ス
運
営
を
し
て
い
く
と
き
に
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
教
師
の
指
導

の
方
法
に
よ
り
、
た
っ
た
数
時
間
で
生
徒
間
の
心
の
距
離

を
ぐ
っ
と
近
づ
け
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
模
擬
授
業
や
様
々
な
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
て
、

先
生
役
と
生
徒
役
の
両
方
を
経
験
し
た
こ
と
も
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
生
徒
役
と
し
て
、
班
活
動
で
課
題
を
話
し

合
い
発
表
す
る
過
程
を
通
し
て
、
班
の
中
で
も
様
々
な
考

え
方
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
ま
た
他
の
班
に
は
自
分
達

が
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
ま
し
た
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
他
人
の
考
え
方
や
存

在
を
受
け
入
れ
、
尊
敬
し
合
え
る
関
係
が
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
は
こ
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
生
徒
に
も
体
験
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

に
教
材
を
研
究
し
、
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
の
新
入
生
の
ク
ラ
ス
で
は
こ
れ
ほ
ど
う
ま
く
は
い

か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
経
験
は
私
に
と
っ

て
ク
ラ
ス
を
運
営
す
る
と
き
の
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し

た
。
安
心
で
き
る
ク
ラ
ス
、
お
互
い
を
認
め
合
え
る
ク
ラ

ス
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
も
、
実
際
に
ど
う
い
う
プ
ロ

セ
ス
を
踏
め
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
戸
惑
う
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
体
験
が
実
際
に
ク
ラ
ス
を
つ
く
っ
て
い
く
と
き
の

１
つ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
楽
し
く
、
と
て

も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て

い
ま
す
。

初
心
に
帰
る

滝
口

哲

私
に
と
っ
て
は
、
今
ま
で
に
見
て
き
た
様
々
な
学
習
ス

タ
イ
ル
を
振
り
返
り
、
学
び
直
す
機
会
で
し
た
。
教
科
で

学
ん
で
き
た
学
習
の
展
開
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
４
段
階

の
学
習
展
開
の
場
合
漢
文
に
出
て
き
た
起
承
転
結
の
こ
と

だ
し
、
生
徒
に
活
動
さ
せ
る
の
は
小
学
校
で
始
ま
っ
た
生

活
科
、
そ
の
後
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
の
研
修

が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
生
徒
が
話
し
合
い
で
役
割
分
担

し
て
い
く
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
言
わ
れ
る
ま
ま
の
動
き
で

は
な
く
、
そ
の
過
程
で
、
発
案
し
、
計
画
し
、
実
行
し
、

次
へ
向
け
て
反
省
し
て
い
く
こ
と
を
、
力
と
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
当
然
に
ね
ら
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ

を
、
別
の
形
で
今
回
な
ら
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
意
味
が
な
い
と
は
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
最
初
に
、「
こ
の
機
会
に
期
待
す
る
こ

と
は
何
か
」
を
発
表
し
た
と
き
に
も
言
い
ま
し
た
が
、
忘

れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
は
、
い
つ
で
も
必
要
な

事
で
す
。
そ
の
と
き
、
手
を
変
え
品
を
変
え
学
び
直
す
こ

と
で
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
わ
け
で
す
。
ち
ょ
う
ど
、
古

典
を
読
み
直
す
た
び
に
そ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と

に
気
づ
い
て
い
く
よ
う
な
も
の
で
す
。

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
。
こ
れ
も
「
ど
こ
か
で
」
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
気
づ
い
て
み
れ
ば
古
典
落
語
で
、

本
題
に
入
る
前
に
、
よ
く
ち
ょ
っ
と
し
た
一
見
本
題
に
は

関
係
の
な
い
よ
う
な
話
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
れ
だ
と
気
づ

き
ま
し
た
。
引
き
伸
ば
せ
ば
、
役
割
分
担
も
本
題
の
前
の

少
し
の
「
遊
び
」
に
も
な
り
、
物
事
を
進
め
る
た
め
の
緊

張
ほ
ぐ
し
と
し
て
の
必
要
事
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
社

会
教
育
の
場
に
行
く
と
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で
ま
た
拍
手
で
、

そ
れ
に
応
じ
て
何
人
組
か
を
作
る
な
ど
も
習
い
ま
し
た
。

広
く
言
え
ば
、
講
演
会
で
も
い
き
な
り
本
題
に
は
入
り
ま

せ
ん
。
講
師
が
こ
こ
に
着
く
ま
で
の
出
来
事
や
ハ
プ
ニ
ン

グ
か
ら
始
め
る
の
も
そ
れ
で
す
。
あ
れ
も
こ
う
い
う
意
図

が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
当
然
に
授
業
に
も
使
え
ま
す
。
聞
き
上
手
の
こ
と
。

そ
れ
は
新
人
社
員
へ
の
教
育
と
し
て
の
作
法
指
導
の
と
き

に
言
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
と
も
思
い
ま
し
た
。
そ
う
で
す
。

そ
れ
は
作
法
で
す
。
要
す
る
に
相
手
に
合
わ
せ
て
物
事
を

進
め
る
と
い
う
対
人
関
係
の
基
本
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
」
と
い
う
言
葉
も
こ
れ
に

似
た
も
の
と
し
て
、
理
解
し
た
も
の
で
す
。

起
承
転
結
に
つ
い
て
は
、
教
科
指
導
の
指
導
案
を
書
く

と
き
に
、
仕
込
ま
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
に
生
徒
の
活

動
を
入
れ
る
こ
と
。
そ
う
し
な
い
と
、
い
く
ら
立
派
な
こ

と
を
授
業
で
行
っ
た
と
し
て
も
、
生
徒
に
は
何
も
残
っ
て

い
か
な
い
、
そ
れ
で
は
所
詮
自
己
満
足
に
す
ぎ
な
い
。
そ

の
通
り
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
活
科
が
で
き
、
ま
た
総

合
的
な
学
習
の
時
間
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
所
以
で
す
。
文

化
を
辿
っ
て
き
た
道
を
、
生
徒
が
自
分
の
頭
と
手
と
足
と

で
も
う
一
度
辿
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
身

に
つ
く
も
の
で
す
。
そ
れ
を
能
率
の
み
を
言
っ
て
、
量
を

た
く
さ
ん
に
叩
き
込
む
こ
と
で
は
消
化
不
良
は
目
に
見
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
な

か
に
丁
寧
に
、
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
今
回
改
め
て
確
認
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
形
式
的
に
な

っ
て
い
て
、
授
業
研
究
会
に
行
く
と
、
活
動
が
目
的
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
が
あ

ま
り
に
も
多
く
て
、
食
傷
気
味
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

改
め
て
見
直
し
て
、
原
則
に
戻
っ
た
よ
う
な
思
い
で
し
た
。

忘
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
こ
の
こ
と
で
す
。
た
だ
、
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

前
提
と
し
て
の
人
間
観
で
、
こ
れ
は
、
方
法
で
は
な
く
突

き
詰
め
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
は
ど
う
い
う
人
間
を
作
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
で
す
か
ら
、

方
法
を
考
え
る
と
き
常
に
頭
の
ど
こ
か
に
お
い
て
お
く
必

要
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
方
法
の
提
案
者
も
学
ぶ
も
の
た

ち
も
、
同
じ
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
研
修
を
思
い
出
し
て
お

り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
に
参
加
し
て

春
山

幸
恵

１２
月
１３
、
１４
日
と
、
学
校
主
催
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス

ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

始
め
担
当
の
先
生
か
ら
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
と
い

う
勉
強
会
が
あ
る
か
ら
参
加
し
て
み
な
い
か
。」
と
お
話
が

あ
っ
た
時
は
ラ
イ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
、
ど
ん
な
勉
強
を
す
る
の
か
ま
っ
た
く


ピ
ン
�

と
こ
な
い
ま
ま
「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
参
加
さ
せ
て
も
ら
お

う
。」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
の
参
加
で
し
た
。

し
か
し
、
い
ざ
参
加
し
て
み
る
と
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
キ
ン

グ
を
は
じ
め
、
導
入
部
分
か
ら
子
供
の
心
を
つ
か
む
た
め
、

そ
し
て
動
か
す
た
め
の
授
業
内
容
や
目
的
が
記
さ
れ
て
い

て
内
容
の
濃
さ
と
教
科
書
の
量
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
戸
川
先
生
が
教
師
役
を
さ

れ
て
授
業
を
実
践
さ
れ
た
時
も
、
教
師
側
が
一
方
的
に
話

を
子
供
に
ぶ
っ
け
る
の
で
は
な
く
子
供
た
ち
自
身
に
も
活

動
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
ぶ
つ
け
た
問
題
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
他
人
の
考
え
も
聞
き
な
が
ら
退
屈
さ
せ
な
い
、
む
し
ろ

楽
し
み
な
が
ら
学
ば
せ
る
授
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

自
分
自
身
も
、
生
徒
役
・
教
師
役
両
方
を
体
験
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
あ
の
時
間
で
自
分
が
教
師
と
し
て
指
導

案
を
読
み
生
徒
に
授
業
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
難
し
か

っ
た
で
す
。
し
か
し
、
一
緒
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
先
生

方
に
助
け
ら
れ
な
ん
と
か
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
し
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
緒
に
参
加
し
た
先
生
方
の
い
ろ
い
ろ
な
顔
、

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
考
え
、
ご
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
、
そ
ん
な
考
え
方
も
あ
る
の
だ
！
と
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
、
こ
の
教
材
を
学
校
で
取
り
入
れ
て
い
く
た

め
に
も
一
人
で
勉
強
し
研
究
す
る
の
で
は
な
く
教
師
同
士

が
タ
ッ
グ
を
組
み
あ
い
な
が
ら
、
意
見
交
換
を
し
て
現
代

の
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
教
育
に

必
要
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
２
日
間
が
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
に
な
り
自
分

自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
勉
強
会
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
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鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
特
別
委
員
長

多
田

徹

３
３
６－
Ａ
地
区

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
運
営
委
員

坪
井

詔
一

’０７
年
徳
島
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
８
月
２４
・

２５
日
、
徳
島
藍
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
共
催

修
了
２３
名
）
に
引
き
続
き
、
第
２
回
目
と
な

る
’０９
年
徳
島
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
’０９
年
１
月

１０
・
１１
日
の
両
日
、
吉
野
川
市
立
川
島
中
学

校
・
多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

前
回
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
そ
の
も
の

の
認
知
度
が
低
く
、
共
催
い
た
だ
い
た
徳
島

藍
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
長
様
は
じ
め
会

員
の
皆
様
と
も
ど
も
参
加
要
請
等
に
大
変
苦

労
い
た
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
現
場
の
先
生

方
・
教
育
関
係
者
並
び
に
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

の
ご
参
加
に
よ
り
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
前
回
の
課
題
を
解
消
す
べ
く
、

当
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
特
別
委
員
会
（
四

名
）
の
各
委
員
が
叡
智
を
結
集
し
合
い
、
定

員
い
っ
ぱ
い
の
３０
名
で
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
、
会
員
一
同
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
認
定
講
師
の

外
川
澄
子
先
生
の
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ど

ち
ら
で
お
知
り
に
な
り
ま
し
た
か
？
」
の
問

い
に
対
し
、
受
講
者
の
答
え
の
中
で
一
番
多

か
っ
た
の
が
、

「
同
僚
・
上
司
」
か
ら
が
１６
名
（
５３
％
）

次
い
で
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
が
、
８
名

（
２７
％
）、
第
３
位
が
「
友
人
・
知
人
」
の
５

名
（
１７
％
）
で
あ
り
ま
し
た
。（
重
複
回
答
）

こ
の
こ
と
は
、
前
回
受
講
さ
れ
た
先
生
方

の
周
知
活
動
の
効
果
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、

ま
た
、
昨
年
夏
に
関
東
地
区
（
８
月
６
・
７

日
、
足
立
区
第
１３
中
学
校
）
で
開
催
さ
れ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
た
徳
島
市
立

南
部
、
徳
島
中
学
校
の
お
二
人
の
勧
誘
効
果

の
賜
と
感
謝
い
た
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
今
回
は
、
藍
住
・
鳴
門
・
徳
島

阿
波
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
じ
め
各
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
の

賜
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

初
日
、
開
会
行
事
に
は
公
私
と
も
ご
多
用

の
中
、
３
３
６－

Ａ
地
区
を
代
表
し
て
、
９

Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
東
條
昭
二
（
坂
野
Ｌ
Ｃ
）、
四
国
地

区
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
運
営
委
員
長
北
川

渉
（
高
知
東
Ｌ
Ｃ
）、
９
Ｒ
１
Ｚ
Ｃ
岩
佐
典
秀

（
藍
住
Ｌ
Ｃ
）、
９
Ｒ
・
３
Ｚ
Ｃ
市
村
通
夫（
鴨

島
Ｌ
Ｃ
）、
鳴
門
Ｌ
Ｃ
会
長
春
木
扶
佐
子
・
青

少
年
委
員
長
井
上
宣
英
各
ラ
イ
オ
ン
ご
出
席

の
も
と
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

昼
食
時
に
は
、
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
武
久
一
郎
、

川
辺
信
郎
（
徳
島
城
山
Ｌ
Ｃ
）
両
ラ
イ
オ
ン

も
来
訪
さ
れ
、
受
講
者
の
皆
様
に
激
励
の
こ

と
ば
を
贈
ら
れ
皆
様
感
銘
を
受
け
た
と
こ
ろ

で
す
。

終
始
熱
心
に
参
観
体
験
さ
れ
ま
し
た
秋
月

敏
夫
（
阿
波
Ｌ
Ｃ
・
幹
事
）
、
春
木
・
井
上
（
鳴

門
Ｌ
Ｃ
・
会
長
、
青
少
年
委
員
長
）、
岩
佐
、

佐
藤
貢
（
徳
島
す
だ
ち
Ｌ
Ｃ
、
８
Ｒ
・
Ｙ
Ｅ

国
際
委
員
）、
山
下
実
（
阿
波
勝
浦
Ｌ
Ｃ
・
８

Ｒ
青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
１
Ｆ
・
市
民
奉
仕
・
児
童

奉
仕
委
員
）
の
各
ラ
イ
オ
ン
諸
氏
に
拍
手
を

贈
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
現
場
の
先
生
方
と
共
に
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
本
当
に
意
欲
的
に
、
情
熱

的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
鳴
岡
孝
雄
（
阿

波
池
田
Ｌ
Ｃ
）
、
米
川
孝
宏
（
徳
島
Ｌ
Ｃ
会
長
）、

高
橋
寛
治
（
徳
島
Ｌ
Ｃ
幹
事
）
各
ラ
イ
オ
ン

に
、
心
か
ら
修
了
と
賞
讃
の
拍
手
を
。
会
員

の
皆
様
と
も
ど
も
、
健
や
か
な
青
少
年
の
成

長
を
期
待
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の

普
及
活
動
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
決
意
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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ててててててててててててててててててててててててててててててててててて

３
３
６－

Ａ
地
区

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
運
営
委
員
長

北
川

渉

（
高
知
東
Ｌ
Ｃ
）

こ
の
度
の
第
２
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス

ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
盛
会
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
事
は
、
大
変
に
喜
ば
し
く
存
じ
ま

す
。参

加
者
は
当
然
、
教
育
界
の
最
前
線
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
す
が
、
そ
の
中

で
、
現
代
は
勿
論
、
次
代
へ
と
担
っ
て
い

か
れ
る
若
い
先
生
方
が
、
真
剣
に
臨
ま
れ

て
い
る
姿
が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

今
回
の
参
加
者
に
受
講
の
き
っ
か
け
を

伺
え
ば
、
他
の
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を

体
験
し
て
、
い
た
く
感
銘
を
受
け
た
人
か

ら
の
強
い
勧
め
に
依
る
方
、
ま
た
多
方
面

か
ら
情
報
を
得
て
関
心
を
持
ち
、
受
講
に

至
っ
た
方
等
々
。

私
が
驚
い
た
の
は
、
わ
ず
か
２
年
足
ら

ず
で
評
判
が
評
判
を
呼
ん
で
広
が
っ
て
い

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
正
に
、

多
田
徹
委
員
長
・
坪
井
詔
一
委
員
を
初
め
、

鴨
島
Ｌ
Ｃ
ク
ラ
ブ
（
志
摩
利
忠
会
長
、
会

員
３４
名
）
の
皆
様
が
情
熱
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
結
果
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

３
３
６－

Ａ
地
区
は
、
’０６
〜
’０７
年
度

で
四
大
交
付
金
の
申
請
を
し
、
’０７
〜
’０８
年

度
に
２
か
年
計
画
の
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
間
に
、
６
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
、
３
０
０
名
〜

４
０
０
名
と
大
勢
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
６
月
の
終
了
を
控
え
た
今
、
地

区
内
外
を
問
わ
ず
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

（
Ｌ
Ｃ
）
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
り
、
問

い
合
わ
せ
が
多
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
鴨
島
Ｌ
Ｃ
の
皆
様
が
、
精
進

を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
賜
と
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。

今
後
は
、
徳
島
県
内
に
お
い
て
、
さ
ら
に

多
く
の
先
生
方
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
が

拡
大
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

６

ライオンズクエスト



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
て
の
感
想

鳴
門
教
育
大
学
付
属
特
別
支
援
学
校

教
諭

岡
田

美
紀
子

「
思
春
期
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
二
〇
〇
九
年
徳
島
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て

よ
か
っ
た
！
楽
し
か
っ
た
！
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
二
日
間
で
こ
ん
な
に
参
加
し
た
方
々
と
仲

良
く
な
れ
る
か
と
思
い
、
ま
た
、
今
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
や
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

は
楽
し
い
と
感
じ
た
充
実
し
た
二
日
間
で
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
注
・
参
照
）

で
ト
ッ
プ
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
同
じ
く
予
防
に
力
を

入
れ
て
い
ま
し
た
。
何
か
が
起
こ
っ
た
と
き
、
い
ろ

い
ろ
な
方
法
を
自
分
で
知
っ
て
い
る
こ
と
や
ど
ん
な

ふ
う
に
考
え
て
い
く
か
を
知
っ
て
い
る
こ
と
は
本
当

に
大
事
な
こ
と
だ
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
自
分
が

生
徒
と
し
て
体
験
し
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。
こ
ん
な

ふ
う
に
考
え
た
ら
い
い
こ
と
を
若
い
と
き
に
知
っ
て

い
れ
ば
よ
か
っ
た
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
も
こ
ん

な
方
法
を
知
っ
て
い
た
ら
安
心
だ
よ
と
い
う
こ
と
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
い
ろ

い
ろ
な
方
法
を
考
え
な
い
ま
ま
に
す
ぐ
に
結
論
を
出

す
タ
イ
プ
だ
わ
と
自
分
の
こ
と
も
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
今
回
誘
っ
て
参
加
し
た
友
人
か
ら
、
早
速
注
目

さ
せ
る
方
法
を
取
り
入
れ
た
り
、
参
観
日
に
授
業
を

し
た
り
と
、「
今
日
だ
け
で
二
千
円
分
く
ら
い
活
用

し
た
よ
。」
と
、
楽
し
ん
で
授
業
を
し
て
い
る
う
れ

し
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
で
も
遅
く
は
な

い
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
、
ぜ
ひ
子
ど
も

た
ち
と
学
び
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
わ
か
り
や
す
く
に
こ
や
か
に
教
え
て
い
た
だ

い
た
講
師
の
外
川
先
生
、
お
世
話
し
て
い
た
だ
い
た

鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
お
い
し
く
、
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
注
・
ピ
サ
。
学
習
到
達
度
調
査
の
略
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
が
’００
年
か
ら
３
年
ご
と
に

行
っ
て
い
る
調
査
。
１５
歳
の
生
徒
を
対
象
に
、
数
学

・
読
解
・
科
学
・
問
題
解
決
能
力
の
４
領
域
の
知
識

と
技
能
に
つ
い
て
調
査
す
る
。）

吉
野
川
市
立
川
島
中
学
校

教
諭

立
石

明
美

「
こ
ん
な
研
修
が
、
あ
る
ん
や
け
ど
、
こ
れ
か
ら

の
教
員
生
活
に
と
て
も
役
に
立
つ
と
思
う
よ
。」
と
、

勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に「
こ
れ
か
ら
っ
て
な
・
・
・
。」

と
、
年
女
の
私
は
、
研
修
の
初
日
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
雪
も
ち
ら
つ
く
の
空
模
様
で
、
用
意
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
ス
ト
ー
ブ
が
、
と
て
も
あ
り
が

た
く
思
え
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
て
い
る
方
の
中
に
は

知
っ
た
先
生
方
も
お
い
で
て
、
そ
の
意
気
込
み
と
前

向
き
な
姿
勢
に
、「
そ
ん
な
に
、
人
気
の
あ
る
研
修

だ
っ
た
の
か
。」
と
、
内
心
あ
わ
て
ま
し
た
。

研
修
は
、
外
川
先
生
の
温
か
く
、
か
つ
は
っ
き
り

と
し
た
「
思
春
期
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
」
の
起
こ
り
と
意

義
・
背
景
・
目
的
な
ど
の
講
義
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
）
か
ら
始
ま
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
の
自
己

紹
介（
エ
ネ
ジ
ャ
イ
ザ
ー
・
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
）、

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
、
グ
ル
ー
プ
で
の
模
擬
授

業
と
、
不
安
な
ど
感
じ
る
間
も
な
い
く
ら
い
内
容
の

濃
い
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

参
加
・
対
話
型
の
研
修
だ
か
ら
、
参
加
さ
れ
た
方

と
も
親
し
く
な
れ
、
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま

し
た
。
学
ん
だ
こ
と
は
、
ど
の
子
ど
も
も
、
持
て
る

力
を
十
分
発
揮
で
き
、
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
な
社
会
の
実
現
、

今
か
ら
�
の
教
育
に
活
か
せ

る
と
思
い
ま
す
。「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
な
あ
。」
と
、

参
加
前
の
自
分
と
比
べ
る
と
何
か
前
向
き
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
治
明
徳
中
学
校

教
諭

野
住

幹
生

私
は
昨
年
６
月
に
今
治
で
「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教

育
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
会
が
開
催
さ
れ
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
は
是
非
と
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
愛
媛
県
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
仕
事
の
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
他
の

地
域
で
参
加
で
き
る
日
程
を
今
治
東
Ｌ
Ｃ
（
青
少
年

地
区
委
員
・
中
村
省
司
ラ
イ
オ
ン
）
か
ら
紹
介
い
た

だ
き
、
今
回
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

徳
島
の
先
生
方
は
自
費
で
参
加
さ
れ
た
方
も
た
く

さ
ん
お
ら
れ
、
そ
の
意
欲
や
考
え
方
に
大
い
に
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
講
師
の
外
川
澄
子
先
生

の
優
し
い
語
り
口
で
の
温
か
い
雰
囲
気
で
の
講
義
は

と
て
も
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
で
す
。
こ
の
２
日
間

で
の
各
地
の
個
性
あ
ふ
れ
る
先
生
方
と
の
交
流
や
一

緒
に
活
動
す
る
中
で
、
こ
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
の

指
導
方
法
を
あ
る
程
度
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
大
変
有
意
義
な
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
授
業
に
活
か
し
て
、

「
生
徒
が
健
康
で
、
よ
り
よ
い
人
生
が
送
れ
る
よ
う

に
な
る
」
よ
う
、
方
向
付
け
て
い
く
こ
と
が
一
番
大

切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
参
加
す
る
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
鴨
島
Ｌ
Ｃ
の
方
の
御
協
力
と

た
く
さ
ん
の
人
々
と
の
出
会
い
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

藍
住
南
小
学
校

校
長

和
田

哲
雄

藍
住
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
お
勧
め
に
従
い
、
今

回
の
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感

想
は
次
の
通
り
で
す
。

（
１
）
現
今
の
日
本
の
教
育
上
の
問
題
点
は
、
学
校

現
場
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
家
庭
の
教
育

力
と
地
域
の
教
育
力
の
衰
退
に
あ
る
と
私
は
捉
え
て

い
ま
す
。
今
回
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
学

校
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、い
わ
ば「
地

域
の
教
育
力
の
補
完
的
な
役
割
を
結
果
的
に
果
た
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
先
ず
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
点
を
大
変
頼
も
し
く
、
ま
た
あ
り
が
た
く
思
い
ま

し
た
。

（
２
）
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
本
質
は
、
自
尊
感

情
の
育
成
、
親
子
の
絆
の
確
認
、
他
者
へ
の
思
い
や

り
、
自
律
と
責
任
の
大
切
さ
、
円
滑
な
人
間
関
係
の

形
成
方
法
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
い
っ
た
こ
と
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
子
ど
も
た
ち
が
ス
キ
ル
を

学
ん
で
い
く
こ
と
に
あ
る
と
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

（
３
）
項
目
一
つ
ひ
と
つ
は
、
道
徳
学
習
や
人
権
学

習
、
更
に
は
各
種
研
究
会
等
で
教
員
も
既
に
学
ん
だ

こ
と
が
あ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
感
じ
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
を
体
系
化
し
て
授
業
８０
時
間
に
及
ぶ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
し
た
点
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス

ト
の
独
自
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

（
４
）
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
者
か
ら
国
際
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
版
権
を
買
い
取
っ
た
経
緯
か
ら
や
む

を
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
研
修
会
参
加
者

に
し
か
資
料
開
示
が
許
さ
れ
な
い
閉
鎖
性
が
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
今
後
の
学
校
へ
の
浸
透
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
小
さ
く
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

こ
こ
を
打
開
す
る
有
効
な
方
途
を
考
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

今
回
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
方
に
、

心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
皆
様
方
の
熱
い
想
い
を
感
じ
た
貴
重
な
研

修
会
で
し
た
。

７
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フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
四
回
生

高
橋

靖
子

（
徳
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

帰帰
国
報報
告

首
都

ザ
グ
レ
ブ

ク
ロ
ア
チ
ア
の
首
都
は
ザ
グ
レ
ブ
と
い
う

地
で
あ
る
。
青
果
市
場
は
と
て
も
賑
わ
い
、

広
場
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
前
な
の
で
ダ
ン
ス
な

ど
の
催
し
物
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ム
と
い
う
日
本
で
い
う
路
面
電
車
の

よ
う
な
も
の
も
複
数
走
っ
て
お
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
前
な
の
で
、
子
供
の
み
が
乗
れ
る
ト
ラ

ム
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
日

本
の
ア
ニ
メ
の
書
か
れ
た
ト
ラ
ム
も
存
在
し
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
日
本
の
ア
ニ
メ
が
描
か
れ

て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し

た
。シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
か
ら
少
し
離
れ
る
と
公

園
や
大
使
館
な
ど
が
並
ぶ
素
敵
な
街
並
み
で

し
た
。

残
念
な
が
ら
、
冬
な
の
で
私
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
そ
の
公
園
で
は

暖
か
く
な
る
と
コ
ン
サ
ー
ト
が
毎
週
開
催
さ

れ
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
ど
こ
の
公
園
に
も
噴

水
が
存
在
し
て
お
り
、
花
も
咲
き
乱
れ
る
そ

う
な
の
で
、
ぜ
ひ
ま
た
春
や
夏
に
赴
い
て
み

た
い
と
思
う
。

ク
リ
ス
マ
ス

ジ
ャ
コ
バ

ク
リ
ス
マ
ス
の
間
、
私
が
滞
在
し
て
い
た

の
は
Ｄ
ａ
ｃ
ｏ
ｖ
ｏ
と
い
う
町
で
す
。
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ブ
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

方
々
が
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
開
催

し
て
い
た
た
め
、
多
く
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
お
会
い
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
、
親
切
で
明
る
く
、
素
晴
ら
し
い
人
た

ち
で
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
グ
ッ
ズ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は

女
性
の
方
々：

各
々
の
家
で
作
っ
た
様
々
な

種
類
の
菓
子
類
を
一
つ
の
パ
ッ
ク
に
い
れ
販

売
。
も
ち
ろ
ん
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
な
の
で
値
段

が
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
任

意
の
価
格
で
買
っ
て
い
か
れ
ま
す
。
見
事
に

完
売
し
ま
し
た
。（
ひ
と
パ
ッ
ク
い
た
だ
き

ま
し
た
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。）

男
性
の
方
々：

小
魚
を
揚
げ
た
も
の
と
パ
ン
。

こ
ち
ら
も
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

た
だ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
宗
教
は
、
大
部

分
が
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
（
８７
・

８
％
）
た
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
は
、
お

菓
子
や
肉
類
を
食
べ
な
い
そ
う
で
す
。
で
す

か
ら
、
こ
れ
ら
の
お
菓
子
は
イ
ブ
に
食
べ
る

こ
と
は
な
く
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
食
べ
る
の
だ

そ
う
で
す
。（
私
は
食
べ
ま
し
た
が
。）

ま
た
、「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
言
え
ば
伴
う

の
が
教
会
で
す
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
期
間
だ
け
に
さ
れ
る
装
飾
が
あ
り

ま
す
。
ど
の
教
会
で
も
、
イ
エ
ス
の
誕
生
を

か
た
ど
っ
た
装
飾
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
ツ
リ
ー
は
や
は
り
本
物
の

木
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
販
売
し
て
い

ま
し
た
。
自
分
の
好
き
な
木
を
選
び
、
ツ
リ

ー
仕
様
に
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
持
ち
帰
っ

て
飾
り
付
け
。

私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア

ン
ナ
、
ダ
イ
ア
ナ
と
と
も
に
飾
り
つ
け
。
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

日
本
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
言
え
ば

ク
リ
ス
マ
ス
の
何
週
間
も
前
か
ら
す
で
に
出

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら

で
は
イ
ブ
の
日
に
飾
り
付
け
を
し
た
こ
と
が
、

些
細
な
こ
と
で
す
が
驚
き
で
し
た
。

イ
ブ
の
日
に
は
皆
懺
悔
に
行
く
よ
う
で
、

大
聖
堂
で
は
長
蛇
の
列
で
し
た
。
ま
た
、
ク

リ
ス
マ
ス
に
な
っ
た
と
た
ん
み
な
、「
セ
ー

タ
ン
ボ
ー
ジ
ッ
チ（
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
）」

と
言
い
な
が
ら
、
握
手
と
キ
ス
を
交
わ
し
あ

う
よ
う
で
す
。

新
年

コ
ト
リ
バ

新
年
は
、
コ
ト
リ
バ
と
い
う
地
に
て
迎
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

重
要
さ
で
言
う
と
、
海
外
で
の
ク
リ
ス
マ

ス
が
日
本
の
正
月
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
や
は
り
新
年
な

の
で
皆
で
祝
い
ま
す
。

た
だ
、
地
域
に
も
よ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
家
族
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
友

人
と
。
と
い
っ
た
形
が
多
い
の
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
私
の
お
じ
ゃ
ま
し
た
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ

ｙ
の
長
女
で
あ
る
ロ
ベ
ル
タ
と
と
も
に
新
年

を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、

ロ
ベ
ル
タ
の
友
人
ら
と
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ｂ
ａ
ｒ
に

行
き
、
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
流
れ
だ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
家
庭
で
祝
う
場
合
も
ほ
ぼ
似
た

も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

８
時
頃
か
ら
ク
ロ
ア
チ
ア
の
Ｏ
ｌ
ｄ
ｍ
ｕ

ｓ
ｉ
ｃ
に
の
せ
て
み
な
で
踊
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
「
セ
ー
タ
ン
ノ

ー
ヴ
ァ
（
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｙ
Ｅ
Ａ

Ｒ
）」
と
い
い
つ
つ
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
を
交
わ
し
あ
い
ま
す
。

そ
の
ま
ま
み
な
朝
の
７
時
ぐ
ら
い
ま
で
踊

る
そ
う
で
す
。
私
は
残
念
な
が
ら
途
中
で
寝

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
非
常
に
楽
し
く
良
い

経
験
で
し
た
。

こ
の
地
は
、
非
常
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
境

線
に
近
か
っ
た
の
で
、
家
か
ら
徒
歩
１０
分
程

で
国
境
で
す
。（
微
妙
に
越
え
ま
し
た
。）

ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
と
て
も
自
然
公
園

の
多
い
素
敵
な
国
で
す
が
、
ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ

に
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
プ
リ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ

湖
群
国
立
公
園
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
壮
大
で
美
し
く
、
感
激
し
ま
し
た
。

ポ
レ
チ
ェ

最
後
の
一
週
間
は
こ
の
地
で
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
地
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
富
裕
層

の
方
が
住
む
地
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
海
が

近
く
、
球
技
場
や
ホ
テ
ル
が
充
実
し
て
い
て
、

様
々
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
こ
こ
に
練
習

を
し
に
く
る
そ
う
で
す
。

ど
の
家
も
。
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
私
の
見
る
限
り
で
は
、
ど
の

家
も
、
旅
行
者
用
の
家
や
部
屋
を
別
に
持
っ

て
お
り
、
観
光
の
町
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

冬
期
派
遣
Ｙ
Ｅ
生
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た
。

ま
た
、
店
も
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
は
開
い
て
い

る
が
、
冬
は
閉
ま
っ
て
い
る
店
と
い
う
の
が

多
数
存
在
し
ま
す
。

人
に
よ
っ
て
も
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
は
ポ
レ

チ
ェ
に
住
み
、
そ
れ
以
外
は
ザ
グ
レ
ブ
に
住

む
。
な
ん
て
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ポ
レ
チ
ェ
か
ら
車
で
一
時
間
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
プ
ー
ラ
と
い
う
町
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
１
Ｃ
に
建
設
さ
れ
た
ロ
ー
マ
帝
国
時

代
の
円
形
劇
場
が
あ
る
。
当
時
は
闘
技
場
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
そ
う
。
現
在
で
は
、

夏
な
ど
は
毎
日
こ
こ
で
な
ん
ら
か
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。（
オ
ペ

ラ
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）

ち
な
み
に
冬
は
何
も
し
て
い
な
い
み
た
い

で
す
。

ク
ロ
ア
チ
ア
の
海
は
と
に
か
く
美
し
く
、

透
き
通
っ
て
い
ま
し
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
は

す
ば
ら
し
い
遺
跡
や
自
然
が
数
多
く
存
在
し
、

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
の
も

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

車
の
多
さ
か
ら
、
交
差
点
は
基
本
ロ
ー
タ

リ
ー
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

渋
滞
に
し
な
い
た
め
で
す
。

食
生
活

家
庭
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
基
本
的
だ
と
思
わ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

朝
食：

パ
ン
も
し
く
は
フ
ル
ー
ツ
（
パ
ン
に

つ
け
る
チ
ー
ズ
、
サ
ラ
ミ
の
よ
う
な
ソ
ー
セ

ー
ジ
ｅ
ｔ
ｃ
）

昼
食
、
夕
食：

サ
ラ
ダ
（
塩
、
ビ
ネ
ガ
ー
、

オ
イ
ル
）、
自
家
製
の
パ
ス
タ
の
入
っ
た
ス

ー
プ
、
メ
イ
ン
料
理
、
添
え
つ
け
に
パ
ン
、

と
い
っ
た
形
で
あ
る
。

基
本
的
に
「
ベ
ゲ
タ
（
Ｖ
ｅ
ｇ
ｅ
ｔ
ａ
）
」

と
い
う
ク
ロ
ア
チ
ア
特
有
の
野
菜
１
０
０
％

の
香
辛
料
を
使
う
料
理
が
多
い
。
ま
た
、
豚

料
理
が
多
く
、
と
き
と
し
て
豚
の
脂
を
揚
げ

た
も
の
な
ど
も
存
在
す
る
。

イ
チ
ジ
ク
が
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
有
名
で
あ

り
、
自
家
製
の
イ
チ
ジ
ク
の
ジ
ャ
ム
が
、
お

世
話
に
な
っ
た
家
庭
の
半
数
に
見
ら
れ
た
こ

と
よ
り
、
メ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

庭
に
イ
チ
ジ
ク
、
リ
ン
ゴ
、
ナ
ッ
ツ
の
木

を
栽
培
し
て
い
る
家
庭
、
ま
た
、
食
用
に
う

さ
ぎ
を
飼
っ
て
い
る
家
庭
が
多
く
見
受
け
ら

れ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
個
々
の
家
庭
で
様
々

な
お
菓
子
を
作
る
ら
し
く
、
大
皿
に
盛
ら
れ

た
様
々
な
お
菓
子
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
か

れ
て
い
た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
些
細
な
こ
と
で
は
あ
る
が
Ｔ
Ｅ
Ａ

の
認
識
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。は

じ
め
て
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
に
て
注
文
の
際
に
少

し
困
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
私
達
で
言
う
Ｔ

Ｅ
Ａ
は
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｔ
Ｅ
Ａ
を
さ
す

み
た
い
で
あ
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
て
は
す
べ

て
の
種
類
を
さ
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど
。

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
ｔ
ｅ
ａ
と
い

う
注
文
と
と
も
に
、
自
分
で
チ
ョ
イ
ス
す
る

形
と
な
る
。
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
、
バ
ニ
ラ
、
オ

レ
ン
ジ
ｅ
ｔ
ｃ
・
・
・
。

言

語
言
語
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
が
公
用
語
で
あ

り
、
広
く
使
わ
れ
て
い
る
（
９６
％
）。
過
去

は
、
ロ
シ
ア
語
が
必
須
教
科
だ
っ
た
そ
う
だ

が
、
現
在
は
様
々
な
言
語
が
学
ば
れ
て
い
る
。

多
く
の
も
の
が
ド
イ
ツ
語
も
し
く
は
英
語
を

学
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
イ
タ

リ
ア
に
近
い
地
域
で
は
、
イ
タ
リ
ア
語
も
話

せ
る
と
い
う
も
の
が
多
く
い
る
そ
う
だ
。
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
で
は
な
く
ト
リ
リ
ン
ガ
ル
も
多

く
見
受
け
ら
れ
た
。

そ
れ
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
テ
レ
ビ
は
、
Ｅ

Ｕ
各
国
の
言
語
の
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
隣
り
合
っ
て

お
り
気
軽
に
行
け
る
。
も
し
く
は
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、
外
国
語
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
要
因
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
た
Ｙ
Ｅ
派
遣
生

た
ち
が
言
う
に
は
イ
タ
リ
ア
で
は
イ
タ
リ
ア

語
し
か
話
せ
な
い
も
の
が
多
く
い
た
。
と
い

う
こ
と
よ
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
社
会
問
題
で

も
あ
る
、「
職
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
」
と

い
う
こ
と
が
最
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
助

け
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
お
か
げ

で
、
本
当
に
貴
重
で
素
晴
ら
し
い
経
験
を
多

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
私
の

Ｈ
ｏ
ｓ
ｔ
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
と
な
っ
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
と
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々

に
は
本
当
に
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
Ｗ
ｅ

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
（
わ
れ
わ
れ
は
奉
仕

す
る
）
の
心
に
、
ま
さ
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
た
１
ケ
月
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ク
ロ
ア
チ
ア
で
触
れ
た
多
く
の
人
々
の
親

切
な
心
を
忘
れ
ず
に
、
私
も
ま
た
そ
の
心
を

返
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
Ｈ
ｏ
ｓ
ｔ

Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
の
皆
様
の
写
真
で
す
。

本
当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

帰国

１２月２７日

１月４日

１２月２７日

来日

１２月１３日

１２月１４日

１２月１３日

ホストクラブ

坂出白峰ＬＣ

徳島すだちＬＣ
徳島藍ＬＣ
藍住ＬＣ

高松屋島ＬＣ
三豊ＬＣ

冬期ＹＥ来日生

SAMANTHA CHIN HUI HUI
（シンガポール）

GOH ZUO XUAN
（マレーシア）

CHAN EE LING
（マレーシア）

（敬称略）
ウィンターキャンプ（大山）
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開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
三
三
六－

Ａ
地
区

２
０
０
９
年
１
月
１８
日
（
日
）、
坂
出
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
き
ま
し
て
薬
物
乱
用
防

止
教
育
認
定
講
師
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
１
０
３
名
、
主
催
は

３
３
６－

Ａ
地
区
と
（
財
）
麻
薬
・
覚
せ
い

剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
ビ
デ
オ
講

座
に
引
き
続
き
医
学
博
士

万
本
盛
三
氏
に

よ
る
基
礎
講
座
、
香
川
県
警
察
本
部
組
織
犯

罪
対
策
課
課
長
補
佐

蓮
井
洋
樹
氏
、
香
川

県
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
主

任
指
導
主
事

川
口
一
氏
、
香

川
県
保
健
福
祉
部
薬
務
感
染
症

対
策
課
主
事

井
上
朋
氏
ら
に

よ
る
各
専
門
講
座
、
つ
づ
い
て

東
京
鶯
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
寺
田
義
和
氏
の
実
践
講
座
で

の
締
め
括
り
と
な
っ
た
。
閉
講

式
は
（
財
）
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
企
画
部
長

阿
部
俊
三
氏
の
講
評
、
山
地

章
靖
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
の
終

了
証
の
授
与
、
閉
講
の
辞
は
武

久
一
郎
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
述

べ
４
時
間
に
亘
る
講
座
が
終
了

し
ま
し
た
。
当
日
受
講
を
受
け

ら
れ
た
各
人
そ
れ
ぞ
れ
が
薬
物

乱
用
防
止
の
意
を
新
た
に
も
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
各
地
に
て
よ

り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

薬物乱用防止教育認定講師養成講座開催
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審査会開催

テーマ『平和は自分から』
青少年・ＬＣＩＦ・市民奉仕・児童奉仕委員長 大川 文彦

去る、２００８年１１月２５日（火）３３６－Ａ地区の国際平和ポスター審査会が坂出グランドホテル２Ｆ四国の間
で開かれました。これは、３３６－Ａ地区内の１１４クラブが受付けた４，８８０枚のうちから厳選され、キャビネッ
トへ応募のあった２６５枚の中から、最優秀賞１点と優秀賞１０点を選ぶためのものです。
当日は、香川県教育委員会から細松英正教育長、東山魁夷せとうち美術館から東山敏昭館長を始め美術家

協会会員、マスコミ関係の方を迎え、また、３３６－Ａ地区山地章靖地区ガバナーを始めライオンズのメンバ
ーと一緒になり選定しました。審査員方のそれぞれの意見をだしてもらい、みんなで話し合いながら、てい
ねいに厳正に審査を行い最優秀作品、優秀作品を決定しました。
残念なことに、今年も審査規定外の作品（文字、数字を使ったもの等）がありました。作品を募集する時

によく説明してほしいと思いました。

３３６‐Ａ地区審査結果（敬称略）

応募作品数：２６５枚（各クラブの応募作品総数：４，８８０枚） 参加クラブ数：１１４クラブ

【３３６－Ａ地区審査員】

香川県教育委員会教育長 細松 英正

東山魁夷せとうち美術館館長 東山 敏昭

香川県美術家協会会長 國方 善親

自由美術協会会員 谷本 重義

四国新聞社編集局次長 泉川 誉夫

西日本放送報道制作局報道制作部長 小野 修一

ＮＨＫ高松放送局副局長 日下 英陽

３３６‐Ａ地区ガバナー 山地 章靖

３３６‐Ａ地区キャビネット幹事 石井 淑雄

３３６‐Ａ地区キャビネット会計 森崎 敏彦

３３６‐Ａ地区青少年・LCIF・市民奉仕・児童奉仕委員長

大川 文彦

３３６‐Ａ地区誌編集委員長 宮本 宗雄

３３６‐Ａ地区キャビネット副幹事・事務局長 原北 健男

３３６‐Ａ地区キャビネット副幹事・事務局次長 引田 春美

３３６‐Ａ地区キャビネット副幹事・事務局次長 河崎 和義

最優秀賞

そ がわ ち ひろ

走川 智寛
（阿南ＬＣ）

３３３３６６複複合合地地区区審審査査結結果果

努力賞

優秀賞

上記受賞者以外２５４名

福岡 諒太（松山南ＬＣ）
萩尾 健司（伊予三島法皇ＬＣ）
畑中由紀江（伊方ＬＣ）
蓮池 知（高松南ＬＣ）
大西 美優（善通寺ＬＣ）
細谷 朝香（高知北ＬＣ）
福江 優輝（高知北ＬＣ）
矢野 花佳（徳島中央ＬＣ）
佐川 友梨（徳島眉山ＬＣ）
山田 成美（阿波池田ＬＣ）

学校名・学年

倉敷市立琴浦西小学校６年

阿南市立阿南第一中学校

尾道市立土生小学校６年

華陽中学校１年

応募者氏名

渡邉知央

走川智寛

箱崎 恵

川口 舞

スポンサークラブ名

倉敷ローズ

阿南

尾道因島

防府リバティ

地区

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

賞

最優秀賞

優 秀 賞

優 秀 賞

優 秀 賞

国際平和ポスターコンテスト審査会

３３６複合地区選考会：２００８年１２月９日（火）

２００８年１１月２５日（火）
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2R

8R

9R

３３つつののリリジジョョンンでで
リリーーダダーーシシッッププ（（指指導導力力育育成成））研研究究会会がが開開催催

９Ｒ ＲＣ
東條 昭二

８Ｒ ＲＣ
表原 俊之

２Ｒ ＲＣ
宇高 昭造

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
指
導
力
育
成
）研
究
会

・
開
催
日
時

２
０
０
９
年
１
月
２５
日
（
日
）
１３
時
〜

・
開
催
場
所

グ
ラ
ン
フ
ォ
ー
レ

２
Ｒ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
会
は
１８
ク

ラ
ブ
か
ら
各
１
名
の
受
講
者
に
参
集
し
て
頂

い
た
。講
師
の
西
原
地
区
名
誉
顧
問（
常
任
）

は
前
日
の
徳
島
で
の
研
究
会
に
続
き
、
前
夜

来
の
雪
で
不
通
の
徳
島
道
を
避
け
、
高
松
経

由
で
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
。

研
究
会
は
従
来
の
研
究
会
と
は
テ
キ
ス
ト

も
進
行
も
一
味
違
い
、
全
受
講
者
の
グ
ル
ー

プ
討
論
、
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
熱
の
こ
も
っ

た
内
容
で
あ
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
指
導
力
育
成
）研
究
会

・
開
催
日
時

２
０
０
８
年
１２
月
７
日
（
日
）

・
開
催
場
所

徳
島
市
「
徳
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
偕
楽

園
」

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
指
導
力
育
成
）研
究
会

・
開
催
日
時

２
０
０
９
年
１
月
２４
日
（
土
）

１３
時
３０
分
〜
１４
時

登
録
受
付

１４
時
〜
１７
時
３０
分

研
究
会

１７
時
３０
分
〜
１９
時

懇
親
会

・
開
催
場
所

徳
島
市
１
番
町
「
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
」

西
原
透
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
講
師
に
よ
り

初
め
て
の
試
み
で
少
人
数
で
中
身
の
濃
い
研

究
会
を
と
い
う
事
で
９
Ｒ
で
は
入
会
歴
５
年

の
会
員
を
対
象
に
開
催
。

９
Ｒ
内
１７
ク
ラ
ブ
よ
り
各
ク
ラ
ブ
１
名
〜

３
名
の
参
加
協
力
を
頂
き
熱
心
に
受
講
さ
れ
、

終
了
後
に
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
非

常
に
感
動
し
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
今
後
の

活
動
に
生
か
し
た
い
。」
と
い
う
回
答
ば
か

り
で
し
た
。

９
Ｒ
担
当
河
野
隆
男
副
幹
事
に
も
ご
出
席

い
た
だ
き
、
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
大
変

有
意
義
な
研
究
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

リーダーシップ（指導力育成）研究会

早くも効果あり！表情豊かにスピーチ

グループ討論
「参加者行動への対応策は？」
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平成20年度
「「全全国国ラライイオオンンズズククララブブ
献献血血推推進進会会議議」」

３３６－Ａ地区 １Ｒ 環境保全・保健福祉委員 重川 加奈

開
催
目
的

血
漿
分
画
製
剤
の
原
料
血
漿
は
、
平
成
１４

年
度
１
１
０
万
リ
ッ
ト
ル
（
確
保
目
標
量

１
０
８
万
リ
ッ
ト
ル
）
に
も
及
ぶ
原
量
血
漿

を
確
保
し
て
き
た
が
、
平
成
１７
年
度
に
は
確

保
目
標
量
が
９０
万
リ
ッ
ト
ル
に
ま
で
減
少
し

た
。
以
後
、
平
成
２０
年
度
１
０
０
万
リ
ッ
ト

ル
と
な
り
、
今
後
も
３
万
リ
ッ
ト
ル
を
当
面

毎
年
増
量
し
て
い
く
方
針
が
国
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
日
本
赤
十
字
社
と
し

て
も
、
血
液
法
の
理
念
で
あ
る
国
内
自
給
に

向
け
た
国
の
方
針
に
も
と
づ
き
、
以
前
に
も

増
し
て
全
国
的
な
献
血
推
進
運
動
を
展
開
し
、

原
料
血
漿
確
保
の
た
め
、
全
国
的
組
織
と
し

て
献
血
推
進
に
積
極
的
に
協
力
を
し
て
い
る

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
血
液
事
業
の
現
状
や

課
題
、
特
に
成
分
献
血
の
必
要
性
に
つ
い
て

理
解
し
て
も
ら
い
、
一
層
の
献
血
推
進
を
図

る
事
を
目
的
と
し
て
会
議
を
開
催
す
る
。

会
議
内
容

一
日
目

日
本
赤
十
字
社
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

血
漿
分
画
セ
ン
タ
ー
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者

が
挨
拶
の
後
、
日
本
赤
十
字
社
血
漿
分
画
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
献
血
で
集
め
ら
れ
た
血
漿

を
血
液
製
剤
に
す
る
過
程
を
６０
分
間
見
学
し

た
。
新
千
歳
空
港
か
ら
車
で
約
１５
分
、
交
通

ア
ク
セ
ス
と
製
造
に
欠
か
せ
な
い
清
冽
な
水

が
豊
富
に
あ
り
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
中
で
、

安
全
で
有
効
な
血
漿
分
画
製
剤
を
製
造
し
て

い
た
。
一
人
ひ
と
り
の
善
意
の
献
血
を
基
に
、

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
に
よ
り
安
全
性

の
高
い
製
剤
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
特
に

改
良
や
製
造
技
術
の
革
新
（
製
造
装
置
の
自

動
化
）
を
積
極
的
に
進
め
、
日
々
努
力
し
て

い
る
様
子
が
あ
り
あ
り
と
目
に
映
っ
た
。
見

学
後
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
に
て
交
流
会
を

行
っ
た
。
札
幌
す
ず
ら
ん
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
沖
縄
八
重

山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
３
Ｒ
リ
ジ
ョ
ン
チ
ュ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
閉
会
挨
拶
で
終
わ
っ
た
。
ほ

ん
と
う
に
全
国
か
ら
集
ま
り
、
私
は
国
の
た

め
に
活
動
し
て
い
る
の
だ
と
痛
感
し
た
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
国
内
自
給
も
夢
で

は
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。

二
日
目

「
血
液
事
業
の
現
状
と
今
後
」
に
つ
い
て

の
講
演
で
は

今
後
の
目
標
と
し
て

�
血
液
の
安
全
性
を
は
か
る

�
国
内
自
給
を
め
ざ
す

�
血
液
の
安
定
供
給

�
適
応
性
を
は
か
る

今
後
の
献
血
の
推
進
方
法
と
し
て

�
若
年
層
（
１０
代
〜
２０
代
）
の
増
加

�
年
２
回
以
上
の
献
血
活
動

�
協
賛
企
業
の
増
加
に
よ
る
集
団
献
血

�
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
の
献
血
研

修
の
実
施

が
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。

「
わ
が
国
の
血
液
事
業
に
期
待
す
る
こ

と
」
の
講
演
は
、
米
国
よ
り
輸
入
さ
れ
た
売

血
に
よ
る
血
液
製
剤
に
よ
り
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染

し
た
血
友
病
患
者
の
体
験
談
と
献
血
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
講
演
で
心
に
残
る
も
の
だ
っ

た
。「事

例
発
表
」
で
は
３
３
０－

Ａ
地
区
の

東
京
三
軒
茶
屋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
献
血

活
動
の
発
表
で
、
１０
月
８
日
に
リ
ジ
ョ
ン
内

の
ク
ラ
ブ
が
い
っ
せ
い
に
１１
箇
所
で
献
血
を

す
る
も
の
で
、
今
回
よ
り
献
眼
登
録
も
同
時

に
行
う
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

「
血
の
尊
さ
」
の
講
演
で
は
３
３
５－

Ｂ

地
区
１０
Ｒ
岡
本
崇
Ｒ
Ｃ
（
御
坊
Ｌ
Ｃ
）
の
Ｒ

Ｈ
マ
イ
ナ
ス
の
血
液
型
で
あ
る
娘
さ
ん
が
癌

に
侵
さ
れ
、
亡
く
な
る
ま
で
の
体
験
談
を
話

さ
れ
た
が
、
話
の
内
容
も
良
く
参
加
者
全
員

感
動
す
る
と
同
時
に
、
献
血
活
動
の
重
要
性

を
痛
感
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ビ
デ
オ
上
映
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
エ
キ
ス
」

小
児
が
ん
を
治
療
中
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が

大
好
き
な
４
歳
の
男
の
子
が
輸
血
を
受
け
る

と
一
時
的
に
元
気
に
な
る
こ
と
か
ら
輸
血
用

の
血
液
を
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
エ
キ
ス
」
と

呼
ん
で
い
た
こ
と
を
テ
レ
ビ
新
広
島
が
取
材

し
放
送
さ
れ
た
も
の
だ
。
輸
血
を
受
け
た
患

者
さ
ん
の
感
謝
の
気
持
ち
、
時
に
は
「
今
、

足
り
な
い
の
で
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
祈
る
よ
う
な
想
い
で
待
っ
て
い
た
気
持

ち
が
、
表
現
さ
れ
て
い
た
。

参
加
し
て
の
感
想

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
分
野
で
尊
い
生
命
を
救

う
た
め
に
欠
か
せ
な
い
血
液
を
確
保
す
る
た

め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
献
血
（
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
）、
そ
れ
を
医
療
の
現

場
で
活
か
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
努
力

し
て
い
る
血
漿
分
画
セ
ン
タ
ー
、「
た
く
さ

ん
の
善
意
を
い
た
だ
き
、
そ
し
て
大
切
に
お

届
け
す
る
」
日
本
赤
十
字
社
の
信
念
を
２
日

間
、
き
っ
ち
り
勉
強
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら

は
じ
め
る
（
私
か
ら
は
じ
め
る
）
献
血
活
動
。

か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
守
り
つ
づ
け
て
い

く
た
め
�
が
ん
ば
ろ
う
！

献血推進会議

北の大地「北海道」にての開催
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特
色
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

４
Ｒ－

３
Ｚ
東
か
が
わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
ののののののののののののののののののののの
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももも
達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
ククククククククククククククククククククク
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ススススススススススススススススススススス
マママママママママママママママママママママ
ススススススススススススススススススススス
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ススススススススススススススススススススス
ををををををををををををををををををををを
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

元
会
長

田
中

勝
弘

「
先
日
は
立
派
な
リ
ー
ス
を
た
く
さ
ん
サ

ン
タ
さ
ん
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は

も
ち
ろ
ん
母
親
（
家
族
）
も
大
喜
び
で
、
こ

っ
ち
が
い
い
、
あ
っ
ち
が
い
い
と
選
ぶ
の
に

大
騒
ぎ
で
し
た
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
つ
ら

い
入
院
生
活
を
明
る
く
し
て
下
さ
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
今
年
も
こ
ん
な
嬉

し
い
便
り
が
届
い
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
続
き
お
正
月
を
迎
え
る
と

い
う
楽
し
い
十
二
月
に
、
寂
し
く
入
院
し
て

い
る
子
ど
も
達
に
一
時
で
も
明
る
く
楽
し
い

想
い
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、「
入
院
中
の

子
ど
も
達
に
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
贈
ろ

う
！
」
と
、
ド
ク
タ
ー
メ
ン
バ
ー
が
奥
様
や

病
院
の
職
員
の
方
々
と
始
め
た
も
の
を
、
７

年
前
か
ら
我
が
ク
ラ
ブ
の
事
業
と
し
て
取
組

み
、
毎
年
の
継
続
事
業
と
な
っ
た
。
今
で
は
、

県
下
、
西
は
善
通
寺
の
香
川
小
児
病
院
か
ら

高
松
日
赤
、
県
立
中
央
、
香
川
大
医
学
部
附

属
、
そ
し
て
さ
ぬ
き
市
民
病
院
と
、
小
児
病

棟
の
あ
る
病
院
に
入
院
中
の
子
ど
も
達
に
、

手
作
り
リ
ー
ス
を
届
け
て
い
る
。

リ
ー
ス
の
制
作
は
、
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
奥

様
方
に
協
力
を
願
い
、
ド
ク
タ
ー
メ
ン
バ
ー

の
動
員
と
併
せ
て
約
四
十
名
程
が
集
合
し
て
、

真
剣
に
ま
た
和
や
か
に
美
的
セ
ン
ス
を
競
い

な
が
ら
、
時
に
は
笑
い
の
渦
の
中
で
、
見
事

な
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス
を
仕
上
げ
て
行
く
。

木
の
ツ
ル
を
直
径
三
十
セ
ン
チ
の
輪
状
に

し
た
も
の
に
、
赤
や
金
色
の
鮮
や
か
な
ベ
ル

や
雪
だ
る
ま
等
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
付
け
た
り
、

前
も
っ
て
近
所
の
松
原
や
森
で
拾
い
集
め
た

松
ぼ
っ
く
り
や
木
の
実
も
、
綺
麗
に
色
づ
け

し
て
飾
り
つ
け
る
。
出
来
上
が
り
は
素
人
の

手
作
り
な
が
ら
、
な
か
な
か
に
立
派
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
が
、
如
何

な
も
の
だ
ろ
う
か
。
ほ
ぼ
一
日
か
け
て
二
百

個
を
作
成
し
て
病
院
毎
に
数
分
け
し
、
後
日
、

メ
ン
バ
ー
が
贈
呈
チ
ー
ム
を
組
ん
で
各
病
院

を
訪
問
す
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
病
院
へ
届
け
た
と

き
の
子
ど
も
達
の
反
応
は
、
恥
ず
か
し
そ
う

に
受
取
る
子
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
し
て
嬉

し
そ
う
に
胸
に
抱
き
し
め
る
子
、
ま
た
、
症

状
が
思
わ
し
く
な
い
の
か
静
か
に
持
つ
子
、

な
ど
様
々
だ
が
、
ど
の
子
も
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
服
を
着
た
メ
ン
バ
ー
が
手
渡
す
リ
ー
ス

を
見
て
、
何
と
も
い
え
な
い
笑
顔
を
返
し
て

く
れ
る
。

リ
ー
ス
を
手
渡
し
た
時
の
子
ど
も
達
と
付

添
い
ご
家
族
の
お
礼
の
気
持
ち
に
出
会
う
度

に
、
つ
ら
い
入
院
生
活
か
ら
一
日
も
早
い
退

院
を
、
と
祈
り
願
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
の
主
た
る
エ
リ
ア
に
な
る
東
か
が

わ
市
に
小
児
病
棟
が
無
い
た
め
、
地
元
に
対

す
る
奉
仕
活
動
と
言
え
な
い
所
が
一
部
の
会

員
の
不
満
の
声
と
も
な
る
の
だ
が
、
子
ど
も

達
の
喜
び
の
笑
顔
と
お
礼
状
を
手
に
し
た
時

の
嬉
し
さ
に
よ
っ
て
、
エ
リ
ア
を
超
え
た
事

業
な
が
ら
も
会
員
の
協
力
と
理
解
を
頂
き
、

七
年
間
の
継
続
事
業
に
至
っ
て
い
る
所
以
と

思
っ
て
い
る
。

「
子
ど
も
は
、
一
家
団
欒
の
家
庭
で
過
ご

し
、
家
族
に
会
話
と
笑
い
が
あ
る
中
で
育
つ

の
が
何
よ
り
も
大
事
で
あ
る
」
と
願
う
が
故

の
奉
仕
事
業
で
あ
る
。

さぬき市民病院

制作風景（老健ひまわり）

高松赤十字病院
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特
色
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

９
Ｒ－

２
Ｚ
阿
波
池
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿
波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟桟
敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ククククククククククククククククククククク
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ

事
業
委
員
長

為
実

邦
義

徳
島
県
西
部
の
三
好
市
は
、
昭
和
３０
年
ご

ろ
か
ら
、
８
月
１４
、
１５
、
１６
日
の
三
日
間
、

全
市
を
挙
げ
て
、
阿
波
踊
り
の
�
揚
に
と
り

組
み
、
地
域
の
発
展
の
た
め
、
努
力
し
て
き

ま
し
た
。

当
ク
ラ
ブ
は
上
記
の
趣
旨
に
賛
同
、
昭
和

４２
年
会
員
が
出
し
合
っ
た
１
８
０
万
円
で
、

徳
島
市
の
阿
波
踊
り
有
料
桟
敷
を
参
考
に
、

落
ち
着
い
て
観
賞
で
き
る
敷
設
と
し
て
、
手

作
り
で
製
作
し
ま
し
た
。

県
西
部
で
、
下
記
の
よ
う
な
観
覧
設
備
を

設
置
で
き
る
の
は
、
三
好
市
の
Ｊ
Ｒ
阿
波
池

田
駅
を
中
心
と
し
た
一
辺
が
２
０
０
〜

２
２
０
メ
ー
ト
ル
の
三
角
地
帯
で
あ
り
、
昭

和
の
３０
年
間
と
平
成
の
２０
年
間
の
お
よ
そ
５０

年
間
、
休
み
な
く
実
施
し
、
３
日
間
で
約
１０

万
人
〜
１１
万
人
の
観
客
を
集
め
て
い
ま
す
。

市
の
観
光
協
会
に
所
属
し
て
い
る
、
各
種

団
体
の
献
身
的
な
協
力
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立

っ
て
い
る
も
の
で
、
当
ク
ラ
ブ
の
事
業
担
当

委
員
会
を
中
心
に
、
会
員
４１
名
全
員
が
踊
り

期
間
の
３
日
間
と
、
前
後
を
入
れ
て
通
算
８

日
間
、
地
域
の
発
展
の
た
め
酷
暑
の
中
、
黒

子
に
徹
し
て
き
ま
し
た
。

以
下
、
桟
敷
管
理
や
運
営
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

観
覧
桟
敷
は
、
固
定
式
と
移
動
式
が
あ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
収
容
人
数
が
約
４
３
０
人
と

３
０
０
人
。
附
属
物
と
し
て
、
テ
ン
ト
、
机
、

椅
子
、
接
待
用
麦
茶
類
紙
コ
ッ
プ
。
記
章
や

団
扇
は
毎
日
１
０
０
０
個
か
ら
１
５
０
０
個

を
用
意
。
臨
時
の
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
お

願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
踊
り
の
期
間
中
、
座
席
券
の
販
売
、

麦
茶
接
待
、
座
席
整
理
な
ど
３
日
間
で
延
べ

５４
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
他
安
全
面
で
は
、
警
察
、
消
防
、
市

の
観
光
課
の
合
同
立
入
り
検
査
を
お
願
い
し
、

桟
敷
階
段
な
ど
細
部
に
わ
た
り
点
検
を
行
い

ま
し
た
。

会
計
報
告
を
簡
単
に
し
ま
す
と
、
広
告
看

板
料
や
座
席
券
の
収
入
か
ら
、
経
費
（
踊
り

連
約
３０
連
な
ど
へ
の
お
礼
）
を
差
し
引
き
、

約
４０
万
円
の
収
益
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
１６
日
午
後
７
時
、
開
演
の
花
火
と
同

時
に
踊
り
が
開
始
さ
れ
、
鉦
（
か
ね
）
や
締

め
太
鼓
、
三
味
線
の
鳴
り
物
が
響
き
わ
た
り
、

「
や
っ
と
さ
ー
」
の
掛
け
声
が
飛
び
交
い
、

踊
り
が
最
高
潮
に
達
し
、
満
席
（
約
８
０
０

席
）
の
桟
敷
席
か
ら
も
拍
手
が
出
て
、
つ
ぎ

つ
ぎ
と
演
舞
場
に
踊
り
連
が
姿
を
現
し
た
そ

の
と
き
、
大
き
い
雷
鳴
と
共
に
夕
立
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
夕
立
の
時
間
は
１５
分
ほ
ど
で

止
み
大
き
な
混
乱
に
な
ら
ず
、
阿
波
踊
り
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
奉
仕
活
動
と
し
て
、
中
・
高

校
生
も
参
加
す
る
、
国
道
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
や
、
黒
沢
（
く
ろ
ぞ
う
）
湿
原
の

鷺
草
植
え
付
け
作
業
を
山
間
部
の
生
徒
と
い

っ
し
ょ
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
人
々
と
共
に
一
体
と
な

っ
て
、
阿
波
踊
り
の
発
展
と
地
域
の
活
性
化

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
、
会
員
一
同
が
ん

ば
っ
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま

す
。
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７
月
６
日
（
日
）、
県
立
総
合
運
動
公
園

に
て
第
１７
回
松
山
小
・
中
学
生
相
撲
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
最
高
気
温
が
３２
・

８
度
と
い
う
暑
さ
の
中
、
出
場
選
手
の
戦
い

は
さ
ら
に
熱
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
大
き

い
選
手
に
ぶ
る
ん
ぶ
る
ん
と
振
り
回
さ
れ
て

も
ま
わ
し
を
離
さ
な
い
小
さ
い
選
手
、
相
手

の
投
げ
を
土
俵
際
で
く
る
り
と
か
わ
し
て
大

逆
転
の
選
手
、
全
て
の
試
合
に
思
わ
ず
引
き

こ
ま
れ
、
歓
声
も
自
然
と
大
き
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
大
会
を
終
え
た
選
手
た
ち
の
表
情

は
非
常
に
す
が
す
が
し
く
、
勝
っ
た
選
手
も

負
け
た
選
手
も
、
大
会
を
通
じ
て
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

成
績団

体
の
部

小
学
生
優
勝：

生
石
Ａ
チ
ー
ム

中
学
生
優
勝：

春
日
館
チ
ー
ム

個
人
の
部

個
人
の
部
は
、
多
数
の
た
め
、
省
略

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
が
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
引

き
続
き
本
年
も
国
連
薬
物
乱
用
根
絶
宣
言

（
１
９
９
８
年
〜
２
０
０
８
年
）
の
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
、
ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
普
及

街
頭
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
県
民
一
人
一
人

の
認
識
を
高
め
、
併
せ
て
薬
物
乱
用
防
止
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
愛
媛
県
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
、
松
山
保
健
所
地
区
協
議
会

の
共
催
に
よ
り
平
成
２０
年
７
月
１８
日
（
金
）

に
大
街
道
番
町
よ
り
湊
町
銀
天
街
を
通
り
市

駅
口
ま
で
、
警
察
音
楽
隊
を
先
頭
に
通
行
人

に
啓
発
資
料
を
配
布
し
、
薬
物
乱
用
防
止
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
国
際
麻
薬
防
止
を
呼

び
か
け
る
国
際
麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー
の
普
及

を
行
っ
た
。
松
山
市
大
街
道
三
丁
目
の
イ
ヨ

テ
ツ
会
館
で
あ
っ
た
出
発
式
で
、
市
内
５
高

校
の
生
徒
８０
人
を
「
一
日
薬
物
乱
用
防
止
指

導
員
」
に
嘱
託
。
松
山
工
高
三
年
の
森
雄
介

君
が
「
運
動
を
通
じ
て
同
年
代
の
人
た
ち
に

薬
物
の
正
し
い
知
識
、
断
る
強
い
勇
気
を
伝

え
た
い
」
と
宣
言
し
た
。
参
加
数
４
６
０
名

県
警
本
部
少
年
課
、
県
警
察
音
楽
隊
、
松
山

税
関
支
署
職
員
、
松
山
市
内
高
等
学
校
職
員

生
徒
、
松
山
保
健
地
区
協
議
会
及
び
顧
問
、

指
導
員
所
属
団
体
（
県
保
護
司
会
連
合
会
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
県
薬
剤
師
会
、
県
薬

業
協
会
、
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
少
年

警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）
と
共
に
私
達
松

山
つ
ば
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
も
、

そ
の
中
に
参
加
し
、
例
年
の
如
く
新
年
度
を

飾
る
有
意
義
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
山
つ
ば
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

参
加
人
数

２４
名

奉
仕
時
間

４７
時
間

ク
ラ
ブ
内
募
金
活
動

４
６
、４
５
２
円

1R-1Z

松
山
小
中
学
生
相
撲
大
会

松
山
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長

綿
貫

元
一

1R-1Z

『
ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
』普
及
運
動
街
頭
パ
レ
ー
ド
参
加

松
山
つ
ば
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
・
市
民
奉
仕
・
児
童
奉
仕
委
員
会

渡
部

玲
子

松山市中心部大街道にての街頭パレード
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わ
れ
わ
れ
西
条
石
鎚
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
青
少
年

健
全
育
成
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
例
年
、
西
条

市
内
小
学
校
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
、
市
内
９
中
学
校
の
参
加
に
よ
る
西
条

石
鎚
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催
等
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
の
我
ク
ラ
ブ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
�
平

和
��
健
康
��
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
�
の
理
念
の
下
に
、
子
供
か
ら
大

人
へ
成
長
す
る
に
あ
た
り
心
揺
ら
ぐ
最
も
多
感
な
中
学
生
に

向
け
、
家
族
の
大
切
さ
や
命
の
大
切
さ
を
投
げ
か
け
る
た
め

に
中
学
校
で
の
学
校
ラ
イ
ブ
を
企
画
致
し
ま
し
た
。

企
画
し
た
ラ
イ
ブ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
の
「
一
期
一
会
」
で

�
歌
う
道
徳
講
師
�
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
大
野
靖
之
さ
ん
に
よ
る
学
校
ラ
イ
ブ
（
タ
イ
ト
ル

「
代
わ
り
な
ん
て
ど
こ
に
も
い
な
い
ん
だ
よ
。
〜
世
界
で
た

っ
た
一
人
の
、
大
切
な
愛
し
い
い
の
ち
〜
」）
で
、
西
条
東

中
学
校
と
西
条
北
中
学
校
の
２
校
に
お
い
て
、
２
年
生
を
対

象
と
し
た
「
少
年
式
」
の
記
念
行
事
と
し
て
２
月
３
日
に
開

催
さ
れ
、
生
徒
、
先
生
、
及
び
保
護
者
の
評
判
も
良
く
成
功

裡
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
を
お
招
き
し
学
校
で
歌
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
つ
い
て
は
初
め
て
の
こ
と
故
、
ど
の
よ
う
に

進
め
た
も
の
か
と
思
案
致
し
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
っ
て
検
索
し
、
大
野
靖
之
さ
ん
や
紹
介
会
社
に
関
す
る

情
報
を
事
前
に
収
集
致
し
ま
し
た
。
一
方
、
西
条
市
教
育
委

員
会
か
ら
「
少
年
式
」
は
２
月
４
日
に
実
施
と
聞
き
ま
し
た

の
で
紹
介
会
社
を
通
じ
、
そ
の
前
後
で
日
程
調
整
を
お
願
い

致
し
ま
し
た
。
大
野
さ
ん
が
非
常
に
多
忙
と
の
こ
と
で
日
程

調
整
が
大
変
難
航
し
、
一
度
は
本
企
画
を
断
念
し
よ
う
か
と

も
考
え
ま
し
た
が
、
２
月
３
日
な
ら
何
と
か
可
能
と
の
回
答

を
得
、
そ
れ
を
持
っ
て
教
育
委
員
会
に
本
企
画
の
趣
旨
を
説

明
し
、
西
条
市
２
中
学
校
で
の
ラ
イ
ブ
開
催
の
許
可
及
び
後

援
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
両
中
学
校
を
訪
問
し
、
趣
旨

お
よ
び
内
容
説
明
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
両
中
学

校
共
、「
少
年
式
」
を
ラ
イ
ブ
開
催
日
の
２
月
３
日
に
変
更

し
て
下
さ
り
、
ま
た
、「
少
年
式
」
の
実
施
と
併
せ
て
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
や
開
催
場
所
の
準
備
等
細
部
に
至
る
ま
で
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
大
変
有
難
い
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

さ
て
、
開
催
当
日
は
最
も
寒
い
時
期
の
上
、
生
憎
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
両
校
と
も
午
前
９
〜
１０
時
に
「
少
年
式
」
を

終
了
し
、
東
中
学
校
は
午
前
に
、
北
中
学
校
は
午
後
に
、
多

数
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
の
下
、
大
野
靖
之
学
校
ラ
イ
ブ
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
東
中
学
校
で
は
全
校
生
徒
と
そ
の
保
護
者
、

先
生
方
で
約
５
０
０
人
、
ま
た
、
北
中
学
校
で
は
１
、２
年

生
と
そ
の
保
護
者
、
先
生
方
で
６
０
０
人
程
が
参
加
下
さ
り
、

予
想
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

大
野
靖
之
さ
ん
は
、
ラ
イ
ブ
で
は
、
ご
自
身
作
詞
作
曲
の

歌
を
素
晴
ら
し
い
声
で
歌
い
な
が
ら
ギ
タ
ー
ま
た
は
ピ
ア
ノ

で
演
奏
さ
れ
、
作
曲
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
高
校
生
の
と
き

ホ
ス
ピ
ス
で
の
闘
病
の
後
癌
で
亡
く
な
ら
れ
た
お
母
様
が
、

家
族
思
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
り
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
お

い
て
も
自
分
を
信
じ
て
く
れ
て
い
る
家
族
の
大
切
さ
を
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
夢
を
語
り
、
み
ん
な
の
夢
は

何
か
と
問
い
か
け
な
が
ら
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
重
要
さ

を
楽
し
く
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
生
に
な
る
と
自
分
の
夢

を
話
さ
な
く
な
る
が
、
誰
し
も
夢
を
も
っ
て
い
る
は
ず
な
の

で
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
自
分
を
信
じ
て
生
き
て
い
こ
う
と
の

投
げ
か
け
を
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
終
了
後
、
両
校
の
先
生
か
ら
子
供
達
の
印
象
が
大

変
良
か
っ
た
と
お
聞
き
し
、
本
ラ
イ
ブ
で
大
野
靖
之
さ
ん
が

投
げ
か
け
ら
れ
た
、
家
族
の
大
切
さ
、
生
き
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
、
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
が
、
多
感
な
時

期
に
あ
る
中
学
生
の
心
に
少
し
で
も
届
い
た
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

国
際
障
害
者
年
記
念
事
業
と
し
て
発
足
致

し
ま
し
た
視
覚
障
害
者
一
日
の
つ
ど
い
は

１
９
７
９
年
か
ら
３０
年
間
継
続
い
た
し
て
お

り
ま
す
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
り
ま
す
。

２
０
０
８
年
９
月
３０
日
雨
の
中

視
覚
障

害
者
協
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
伊
予
三
島
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
１４
名
）
で
総
勢
３６
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

八
幡
浜
の
谷
本
蒲
鉾

店
で
竹
輪
と
じ
ゃ
こ
天

作
り
体
験
を
し
美
味
し

く
食
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ホ
テ
ル
へ
移
動
し

て
３０
周
年
式
典
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
は
、

篠
原
勇
治
会
長
か
ら
の

挨
拶
を
手
始
め
に
、
伊

予
三
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
か
ら
視
覚
障
害
者

協
会
へ
の
助
成
金
の
贈

呈
、
及
び
、
優
良
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
小
西
恭
様

へ
の
表
彰
状
・
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
、
視
覚

障
害
者
協
会
か
ら
伊
予

三
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
へ
感
謝
状
・
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
の
宴
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
そ
の
模
様
が
コ
ス
モ
ス
テ
レ

ビ
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

2R-3Z

視
覚
障
害
者
一
日
の
つ
ど
い

伊
予
三
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
委
員
長

小
笠
原

宜
紀

2R-4Z

大
野
靖
之
学
校
ラ
イ
ブ

西
条
石
鎚
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

教
育
・
市
民
委
員
長

佐
藤

正
輝共感を呼んだ「少年式」での大野靖之学校ライブ

３０周年式典会場で記念撮影
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こ
の
委
員
会
の
メ
イ
ン
事
業
で
あ
る
「
魚

の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
子
供
達
が
絵
画
展

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
郷
土
の
産
業
を

知
り
、
豊
か
な
人
間
形
成
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
で

早
く
も
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

応
募
は
夏
休
み
の
作
品
と
し
て
い
る
為
、

準
備
作
業
等
は
就
任
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
年
度
初
め
が
一
番
忙
し
い

委
員
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
速
、
教
育
委

員
会
へ
出
向
き
、
後
援
・
共
催
依
頼
や
会
場

の
確
保
等
を
行
い
、
校
長
会
に
出
席
し
各
学

校
に
作
品
募
集
の
お
願
い
を
致
し
ま
し
た
。

各
学
校
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
応
募
作
品
は

９
１
５
点
あ
り
、
審
査
に
は
例
年
通
り
元
教

諭
の
浅
野
・
門
田
・
二
宮
先
生
の
３
人
に
お

願
い
致
し
ま
し
た
。

作
品
は
色
々
な
切
り
口
か
ら
捉
え
ら
れ
、

子
供
達
の
個
性
豊
か
な
表
現
で
仕
上
げ
て
い

る
様
子
を
覗
う
事
が
で
き
、
審
査
員
の
先
生

方
も
審
査
に
は
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。

展
示
に
は
多
数
の
人
手
が
必
要
で
、
メ
ン

バ
ー
全
員
に
声
か
け
し
、
事
前
に
台
紙
に
貼

っ
た
作
品
を
押
し
ピ
ン
で
パ
ネ
ル
に
貼
っ
て

い
く
作
業
は
、
親
指
が
動
か
な
く
な
る
程
の

重
労
働
で
、
１
時
か
ら
始
め
た
作
業
は
５
時

間
を
費
や
し
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
ク
ラ

ブ
メ
ン
バ
ー
に
設
計
士
や
建
築
士
が
い
て
、

図
面
設
計
や
墨
だ
し
を
し
て
く
れ
た
お
蔭
で

作
業
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

展
示
期
間
最
終
日
に
は
表
彰
式
を
行
い
、

受
賞
者
の
家
族
や
友
達
等
に
も
多
数
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
示
会
場
で
あ
り
ま

す
図
書
館
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
連
日
た
く

さ
ん
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
、「
魚
の
絵
コ

ン
テ
ス
ト
」
は
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
施
設
の

子
供
達
に
、
家
庭
で
も
最
近
は
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
「
杵
と
臼
」
を

使
用
し
た
「
餅
搗
き
」
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
寮
生
み
ん
な
が
力
を

合
わ
せ
て
搗
い
た
お
餅
を
食
べ
て

元
気
に
お
正
月
を
迎
え
て
も
ら
い

た
い
…
と
企
画
し
た
本
事
業
は
、

今
年
で
３４
回
と
な
り
、
去
る
１２
月

１３
日
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
か
ら
二
基
の
臼
を

囲
み
ク
ラ
ブ
会
員
と
子
供
た
ち
が

交
代
し
て
搗
き
あ
げ
て
い
き
ま
し

た
。
先
輩
の
寮
生
が
小
さ
い
子
供

の
手
を
と
っ
て
一
緒
に
搗
い
た
り
、

搗
き
た
て
の
お
餅
を
小
さ
く
丸
め

た
り
和
気
あ
い
あ
い
で
し
た
。
途

中
か
ら
公
務
で
忙
し
い
中
を
石
橋

寛
久
市
長
さ
ん
も
駆
け
つ
け
ら
れ
、

ス
ー
ツ
に
エ
プ
ロ
ン
姿
で
一
緒
に
餅
つ
き
に

参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
市
長

さ
ん
に
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
き
、
目
録
の
メ

イ
ン
の
餅
米
と
子
供
た
ち
の
大
好
き
な
み
か

ん
、
お
菓
子
、
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
な
ど
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
寮
生
５１
名
の
う

ち
就
学
前
の
子
供
が
２０
名
ほ
ど
あ
り
、
小
さ

い
子
を
労
わ
る
姿
を
見
て
心
あ
た
た
ま
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

当
ク
ラ
ブ
は
、
餅
搗
き
の
外
に
、「
い
も

た
き
大
会
」
や
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

み
ど
り
寮
の
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
楽
し
み
に
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
見
守
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

3R-2Z

『
第
５
回
魚
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
』

八
幡
浜
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

教
育
・
Ｙ
Ｅ
・
保
健
奉
仕
委
員
長

兵
頭

和
幸

3R-3Z

も
ち
つ
き
奉
仕
で
楽
し
く
交
流

〜
児
童
福
祉
施
設
「
み
ど
り
寮
」
に
て
〜

宇
和
島
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長

松
田

直
子

表彰式風景
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当
ク
ラ
ブ
の
メ
ー
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

一
つ
で
あ
る
『
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
』
は
、
今

回
で
４
回
を
数
え
、
’０５
年
の
秋
か
ら
、
さ
ぬ

き
市
の
市
花
で
あ
る
コ
ス
モ
ス
を
通
じ
て

『
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
�
花
い
っ
ぱ
い
運

動
�』
の
一
翼
を
担
お
う
と
の
心
意
気
か
ら

始
め
ら
れ
た
。

市
内
鴨
部
地
区
に
お
い
て
、
ク
ラ
ブ
員
ら

の
提
供
す
る
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
少
し
離
れ

て
、
さ
ら
に
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
及
ぶ
広
大

な
収
穫
後
の
田
圃
に
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
し
、

９
月
下
旬
か
ら
１１
月
中
旬
ま
で
の
１
か
月
半

ほ
ど
の
期
間
、
地
域
の
人
々
や
国
道
１１
号
、

農
道
を
行
き
か
う
人
々
に
観
賞
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
地
元
で
は
、
犬
を
連
れ
て
の
散
歩

道
の
新
し
い
コ
ー
ス
と
も
な
っ
た
ほ
ど
で
あ

る
。特

に
昨
年
１１
月
３
日
（
月
）
に
開
催
し
た

『
第
４
回
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
』
は
、
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
、
参
加
状
況
が
心
配
さ
れ
た

が
、
過
去
３
回
の
実
績
や
事
前
の
口
コ
ミ
、

ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
市
の
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
を
始
め

と
す
る
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
も
功
を
奏

し
、
お
孫
さ
ん
連
れ
の
ご
家
族
や
、
若
い
カ

ッ
プ
ル
な
ど
で
、
用
意
し
た
豚
汁
う
ど
ん

（
４
０
０
食
）
や
、
ど
じ
ょ
う
う
ど
ん

（
２
０
０
食
）
は
、
ほ
ぼ
１
時
間
で
出
尽
く

す
と
い
う
１
、０
０
０
名
を
超
え
る
来
訪
者

で
賑
わ
い
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、当
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
で
も
あ
る《
摘

み
取
り
自
由
》
も
相
変
わ
ら
ず
好
評
で
、
参

加
者
は
手
に
手
に
コ
ス
モ
ス
の
花
束
を
携
え

て
家
路
に
着
か
れ
た
。

今
回
は
、
種
ま
き
時
期
か
ら
天
候
不
順
で
、

全
体
的
に
花
は
小
振
り
で
あ
っ
た
が
、
�
地

域
の
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
前
回
を
上
回
る

面
積
を
確
保
で
き
た
こ
と
、
�
後
日
、
市
役

所
ロ
ビ
ー
に
て
コ
ス
モ
ス
写
真
展
が
開
催
で

き
た
こ
と
、
�
近
辺
に
コ
ス
モ
ス
栽
培
の
輪

が
広
が
っ
た
こ
と
、
�
周
辺
の
草
刈
り
等
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
実
施
し
た
こ
と
、
�
こ

れ
を
機
に
新
し
く
大
型
テ
ン
ト
を
購
入
し
た

こ
と
等
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
積
み
重
ね
、
次

回
に
向
け
て
、
栽
培
規
模
の
拡
大
、
育
成
技

術
の
向
上
に
努
力
し
、
さ
ら
に
大
勢
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

紫
陽
花
ロ
ー
ド

こ
れ
は
県
道
３６
号
線
庵

治
半
島
を
回
る
道
。
入
口
で
あ
る
牟
礼
町
に

は
世
界
の
彫
刻
家
イ
サ
ム

ノ
グ
チ
氏
の
ア

ト
リ
エ
、
庵
治
町
海
岸
沿
い
に
入
る
と
四
国

の
最
北
端
竹
居
観
音
寺
・
太
鼓
の
鼻
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
、
も
う
少
し
先
に
行
け
ば
こ
の

人
も
世
界
の
彫
刻
家
流

政
之
氏
、
赤
レ
ン

ガ
の
屋
敷
が
あ
り
、
ハ
ー
ト
（
歯
ー
ト
）
館

な
ど
も
あ
る
。

四
季
を
通
し
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
。
こ

こ
に
清
掃
を
と
立
ち
上
が
り
平
成
１１
年
９
月

庵
治
半
島
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
不
法
投
棄
ゴ
ミ

を
撤
去
す
る
。
空
き
缶
、
粗
大
ゴ
ミ
と
２
ト

ン
ダ
ン
プ
に
５
〜
６
台
地
域
の
子
供
さ
ん
父

兄
さ
ん
達
と
の
ゴ
ミ
の
仕
分
け
作
業
を
す
る
。

平
成
１２
年
３
月
「
香
川
さ
わ
や
か
ロ
ー
ド
」

愛
護
団
体
に
認
定
さ
れ
る
。
平
成
１６
年
当
時

委
員
長
で
あ
っ
た
Ｌ
落
合
が
そ
れ
で
は
花
を

と
立
ち
上
が
り
紫
陽
花
の
植
樹
に
取
り
か
か

り
７０
本
、
平
成
１７
年
に
は
８０
本
、
平
成
２０
年

１２
月
に
１
２
０
本
。
今
で
は
３６
号
線
３
箇
所

延
２
５
０
ｍ
ほ
ど
の
植
樹
が
で
き
、
変
化
に

富
ん
だ
片
側
一
車
線
の
道
に
先
に
植
え
た
紫

陽
花
は
５
〜
６
月
に
は
美
し
い
花
を
咲
か
し

て
い
る
。

又
今
回
植
え
た
紫
陽
花
も
２
〜
３
年
も
す

れ
ば
花
を
見
る
事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
車

を
止
め
る
場
所
も
あ
り
、
紫
陽
花
を
見
る
一

時
、
紫
陽
花
色
の
香
り
、
恋
の
道
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
紫
陽
花
ロ
ー
ド
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
パ
ワ
ー
は
す
ば
ら
し
い
団

結
の
力
。
草
も
あ
れ
ば
笹
根
も
あ
る
。
そ
れ

を
刈
り
取
り
、
耕
し
て
初
め
て
植
樹
す
る
事

が
出
来
る
。
１
ｍ
間
隔
に
植
え
て
出
来
上
が

り
こ
の
道
３６
号
線
も
又
次
の
委
員
長
に
引
継

ぎ
、
庵
治
半
島
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
も

の
で
す
。

4R-3Z

コ
ス
モ
ス
栽
培（
花
い
っ
ぱ
い
運
動
）を
取
り
組
ん
で

志
度
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長

木
村

政
昭

4R-2Z

庵
治
の
道
・
恋
の
道
（
紫
陽
花
ロ
ー
ド
）

八
栗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

青
少
年
指
導
・
環
境
保
全
委
員
会

委
員
長

木
下

義
統

一面に咲くコスモスの花

１９



良
い
料
理
人
や
本
物
の
味
が
解
る
人
に
な

れ
る
か
否
か
は
、
子
供
の
頃
の
食
生
活
で
決

ま
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
程
子
供
の
頃
の
経
験

は
大
切
な
の
で
す
。
音
楽
な
ど
の
芸
術
も
同

じ
で
す
。

『
生
の
音
楽
を
子
供
達
に
感
じ
さ
せ
、
頭

で
難
し
い
と
考
え
る
前
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

に
親
し
ま
せ
た
い
。』
と
言
っ
た
活
動
を
し

て
い
る
プ
ロ
の
音
楽
家
と
知
り
合
い
、
我
が

ク
ラ
ブ
の
誇
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
目

指
し
﹇
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
﹈
を
企
画
し
ま
し

た
。オ

ペ
ラ
歌
手
は
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界

で
活
躍
し
て
い
る
テ
ナ
ー
歌
手
の
上
原
正
敏

氏
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
プ
ロ
の
北
村
晶
子
氏
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
両
氏
と
も
快
く
賛
同
し

て
く
だ
さ
り
、
去
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

丸
亀
市
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
県
立
養
護

学
校
な
ど
、
２
年
間
で
８
校
に
て
コ
ン
サ
ー

ト
を
し
ま
し
た
。
ど
こ
の
学
校
で
も
、
子
供

達
の
ピ
ュ
ア
な
感
性
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
ま

す
。
先
生
の
歌
声
に
感
動
し
て
、「
ブ
ラ
ボ

ー
」
と
叫
ぶ
子
供
、
踊
り
だ
す
子
供
が
多
い

の
に
は
驚
い
て
い
ま
す
。
音
楽
を
生
で
、
ま

し
て
身
近
で
聴
く
の
は
始
め
て
の
こ
と
で
し

ょ
う
。
子
供
達
の
心
の
中
に
音
楽
が
自
然
と

溶
け
込
ん
で
い
く
よ
う
で
す
。
後
日
、
子
供

達
の
お
礼
の
絵
手
紙
に
は「
感
動
し
た
・・・
」

「
大
き
く
な
っ
た
ら
自
分
も
あ
の
様
な
音
楽

家
に
な
り
た
い
・・・
」
な
ど
の
気
持
ち
が
い

っ
ぱ
い
出
て
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
子
供
達
に
音
楽
の
力

で
何
か
を
感
じ
取
っ
て
貰
い
、
活
動
の
輪
が

も
っ
と
広
が
り
、
音
楽
や
芸
術
を
愛
す
る
子

供
達
が
増
え
て
い
き
、
心
豊
か
な
社
会
が
築

か
れ
て
い
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
聴
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
子
供
達
の

中
か
ら
１０
年
１５
年
後
に
天
才
音
楽
家
が
誕
生

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
が
﹇
出
前

コ
ン
サ
ー
ト
﹈
の
目
的
で
す
。

環
境
保
全
委
員
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

我
が
ク
ラ
ブ
エ
リ
ア
内
の
小
学
生
を
対
象
に

古
里
を
流
れ
る
水
質
を
生
物
の
消
息
状
況
か

ら
調
べ
る
「
ふ
る
さ
と
の
川
あ
そ
び
」
と
銘

打
っ
て
実
施
。
今
年
で
、
３
年
目
に
な
り
ま

す
。
目
的
と
し
て
は
、
児
童
が
土
器
川
の
水

生
生
物
を
、
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
環
境
問
題

へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
の
が
目
的
で
す
。

児
童
た
ち
は
、
網
と
バ
ケ
ツ
を
手
に
土
器
川

に
入
り
、
調
査
を
開
始
。
石
の
下
や
水
草
の

中
に
潜
む
生
物
を
、
見
つ
け
る
た
び
に
歓
声

を
上
げ
、
捕
獲
。
生
物
を
じ
っ
く
り
観
察
し
、

水
質
の
状
態
を
示
す
目
安
に
な
る
「
き
れ

い
」「
少
し
汚
い
」「
汚
い
」「
大
変
汚
い
」

の
四
段
階
の
指
標
生
物
と
比
べ
な
が
ら
、
土

器
川
の
現
状
を
学
ん
だ
そ
の
後
、
琴
南
の
改

善
セ
ン
タ
ー
で
、
メ
ン
バ
ー
の
手
造
り
に
よ

る
、
カ
レ
ー
を
食
べ
て
も
ら
い
、
お
代
わ
り

も
続
出
、
大
変
、
好
評
で
、
大
な
べ
も
か
ら

っ
ぽ
に
な
り
ま
し
た
。
児
童
か
ら
喜
ば
れ
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
今
後
も
続
け
て
い
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

5R-1Z

出
前
コ
ン
サ
ー
ト

丸
亀
京
極
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹
事

太
田

修

5R-2Z

ふ
る
さ
と
の
川
あ
そ
び

こ
ん
ぴ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長

岩
倉

彰
三

平成１９年１１月２１日 聖母幼稚園にて（鬼のパンツを歌う）

土器川での水生生物の捕獲

２０

アクティビティレポート



高
知
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
毎
年
行
っ

て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
か
わ
い
い
子
供
た

ち
受
け
入
れ
は
１１
歳
か
ら
１４
歳
を
対
象
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
、
早
い
も
の
で
も
う
１５
年

に
な
り
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
事
業
に
該
当
し
ま
せ
ん

が
そ
れ
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の
価
値
あ
る
事

業
で
他
ク
ラ
ブ
か
ら
一
定
の
評
価
や
お
褒
め

の
こ
と
ば
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
も
そ
も

の
き
っ
か
け
は
当
ク
ラ
ブ
の
１０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
堀
田
昌
一
郎
君
（
故
人
）
が
モ
ン

ゴ
ル
の
２３
番
学
校
日
本
語
教
師

小
路
哲
先

生
と
知
り
合
い
で
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

提
案
し
て
く
れ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
ま

た
モ
ン
ゴ
ル
の
天
才
少
女
（
天
使
の
歌
声
）

と
い
わ
れ
た
「
オ
ユ
ン
ナ
」
さ
ん
の
ス
テ
ー

ジ
を
そ
の
時
に
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
そ

の
オ
ユ
ン
ナ
さ
ん
も
現
在
は
マ
マ
に
な
り
、

モ
ン
ゴ
ル
の
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
援

助
す
る
為
に
自
費
で
孤
児
院
を
作
っ
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま

す
。本

事
業
で

初
め
て
受
け

入
れ
を
し
た

留
学
生
・
サ

ロ
ー
ル
ト
グ

ス
さ
ん
（
女

性
）
は
現
在

モ
ン
ゴ
ル
国

で
日
本
大
使

館
に
勤
務

し
て
い
ま

す
。
今
年

の
１０
月
２５

日
に
開
催

す
る
「
高

知
北
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
」
の

２５
周
年
記

念
大
会
に

は
在
日
本
モ
ン
ゴ
ル
大
使
を
は
じ
め
、
サ
ロ

ー
ル
ト
グ
ス
さ
ん
、
オ
ユ
ン
ナ
さ
ん
、
モ
ン

ゴ
ル
留
学
生
の
方
々
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き

メ
ン
バ
ー
全
員
が
交
流
を
深
め
、
再
会
で
き

る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
留
学
し
て
き
た
多
く
の
子
供
達
が

モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の
架
け
橋
と
な
っ
て
頂
け

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。「
日
本
に
、
特

に
、
高
知
に
良
い
思
い
を
持
っ
て
頂
け
る
」

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

当
事
業
も
１５
年
目
を
迎
え
ク
ラ
ブ
内
で
は

見
な
お
し
の
話
も
あ
り
ま
す
が
唯
一
「
高
知

北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
は
は
ず
せ

な
い
国
際
親
善
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
達
が
行
っ
て
い
る
ほ
ん
の
ち
っ
ち
ゃ
な
親

善
が
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
を
繋

ぐ
大
き
な
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
ま
す
。

今
期
は
、
結
成
十
五
周
年
で
大
型
の
奉
仕

や
資
金
作
り
事
業
で
活
気
と
達
成
感
に
満
ち

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
な
ん
と
も
楽
し
い

メ
ニ
ュ
ー
は
―
―
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
ば
い

き
ん
ま
ん
、
ド
キ
ン
ち
ゃ
ん
が
一
体
ず
つ
腰

掛
け
た
ベ
ン
チ
を
、市
民
の
憩
い
の
公
園�
わ

ん
ぱ
ー
く
こ
う
ち
�
に
贈
っ
た
事
業
で
す
。

マ
ン
ガ
大
国
高
知
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車

は
走
っ
て
い
る
け
ど
、
境
港
の
よ
う
な
マ
ン

ガ
ロ
ー
ド
は
な
い
―
―
と
こ
だ
わ
っ
た
の
が
、

周
年
記
念
事
業
部
会
。
昨
春
の
就
任
か
ら
ア

ン
パ
ン
マ
ン
病
に
と
り
つ
か
れ
て
市
村
委
員

長
ほ
か
、
知
恵
を
搾
り
、
奔
走
し
た
。
グ
ッ

ズ
も
場
所
も
難
問
だ
ら
け
。
高
知
駅
前
広
場

も
は
り
ま
や
橋
も
行
政
か
ら
は
ノ
ー
。
グ
ッ

ズ
に
は
パ
テ
ン
ト
が
つ
い
て
廻
る
―
―
な
の

に
、
遂
に
正
式
ル
ー
ト
で
や
り
上
げ
ま
し
た
。

石
造
り
の
ベ
ン
チ
は
北
海
道
の
業
者
が
扱
っ

て
い
た
の
で
す
。

さ
て
、
三
基

の
石
の
ベ
ン
チ
。

贈
呈
式
に
は
、

岡
�
高
知
市
長

と
地
元
の
保
育

園
児
を
招
待
。

ス
ッ
ポ
リ
と
布

に
く
る
ま
れ
た

ベ
ン
チ
。
園
児
が
紐
を
曳
い
て
姿
を
現
す
ま

で
中
身
は
ヒ
・
ミ
・
ツ
。

い
ざ
！
「
ワ
ァ
ー
ッ
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
だ

ァ
！
」
園
児
の
歓
声
。
は
じ
け
る
笑
顔
。
渾

身
で
歌
う
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
歌
。
そ
し
て
、

ば
い
き
ん
ま
ん
を
抱
く
子
。「
パ
パ
に
も
教

え
ち
ゃ
お
」「
チ
ョ
ウ
え
い
ぜ
よ
」
―
―
こ

の
無
垢
な
子
ど
も
た
ち
を
悲
し
ま
せ
る
よ
う

な
社
会
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
私
た

ち
の
つ
と
め
。

後
日
、
市
の
職
員
か
ら
も
「
公
園
の
名
物

で
す
」
と
。
や
な
せ
た
か
し
翁
の
笑
い
声
も

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
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高
知
黒
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
長
に

就
任
し
て
大
半
が
過
ぎ
当
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
は
７
月
の
台
湾
か
ら
の
Ｙ

Ｅ
生
の
受
け
入
れ
を
は
じ
め
、福
祉
施
設「
天

使
園
」
の
ク
リ
ス
マ
パ
ー
テ
ィ
も
今
回
で
５

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
会
長
が
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
に
扮
し
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
、

園
児
と
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
、
大
変
喜
ん
で

頂
き
ま
し
た
。
福
祉
作
業
所
昭
光
園
へ
の
慰

問
で
は
、
会
員
と
一
緒
に
餅
つ
き
を
楽
し
み
、

つ
き
た
て
の
お
餅
を
腹
い
っ
ぱ
い
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
贈
呈
し
市
長
室
で
贈
式

を
行
い
講
習
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
各
施
設

へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
寄
贈
は
今
回
で
５
台
目
で
す
。

県
立
盲
学
校
の
学
生
と
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

で
は
、
会
場
ま
で
徒
歩
で
誘
導
し
、
道
中
も

会
話
が
弾
み
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

矢
野
７
Ｒ－

Ｒ
Ｃ
よ
り
提
案
頂
い
た
「
リ
サ

イ
ク
ル
眼
鏡
」回
収
運
動
も
、目
標
の
２
０
０

個
以
上
を
達
成
し
、
又
新
事
業
と
し
て
、
会

員
の
高
知
県
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
協
議
会
依
光

会
長
か
ら
提
案
頂
い
た
、
会
員
企
業
の
社
員

に
対
し
て
「
ド
ナ
ー
休
暇
」
を
付
与
す
る
宣

言
書
も
２４
社
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
県

内
外
の
ク
ラ
ブ
、
企
業
に
も
活
動
の
輪
を
広

げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
高
知
駅

南
口
広
場
完
成
記
念
と
し
て
、
平
和
の
シ
ン

ボ
ル
「
お
が

た
ま
の
木
」

を
記
念
植
樹

致
し
ま
す
。

又
ガ
バ
ナ
ー

方
針
の
Ｃ
Ｏ

２
削
減
運
動

に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、

会
員
の
ノ
ー

カ
ー
デ
ー
や
待
機
電
力
削
減

白
熱
灯
か
ら

蛍
光
灯
へ
の
切
り
変
え
る
運
動
に
対
し
ラ
イ

オ
ン
誌
か
ら
取
材
を
受
け
、
記
事
と
し
て
４

月
号
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

藤
本
７
Ｒ－

Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
大

会
参
加
委
員
か
ら
提
案
頂
き
、
会
報
誌
に
よ

る
ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
、
奉
仕
活

動
を
メ
デ
ィ
ア
に
積
極
的
に
働
き
か
け
た
結

果
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
民
放
各
社
、
高
知
新

聞
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
４７
回
東
洋
東
南
ア

ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
１１
名
参
加
し
、
Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
も
１８
名
の
会
員
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し

た
。今

後
も
社
会
に
役
立
ち
、
地
域
の
皆
様
に

喜
ん
で
頂
け
る
奉
仕
活
動
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
ま
し
て
、
高
知
り
ょ
う
ま
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
会
報
委
員
長
の
山
本
と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
、
地
区
誌
に
て
当
ク
ラ
ブ
の
会
報
誌

を
取
り
上
げ
て
頂
け
る
と
の
こ
と
で
、
ま
ず

は
当
ク
ラ
ブ
の
会
報
誌
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

最
初
に
、
編
集
に
当
た
っ
て
の
目
標
が
あ

り
ま
し
て
、
当
ク
ラ
ブ
会
員
及
び
他
ク
ラ
ブ

会
員
様
に
読
ん
で
頂
く
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
広
く
一
般
の
方
に
も
読
ん
で
頂
け
る
よ

う
な
内
容
の
会
報
誌
作
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。会

報
誌
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
表
紙
に

は
毎
号
発
行
月
の
旬
の
花
々
を
使
用
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
花
に
は

「
癒
し
・
和
み

・
優
し
さ
」
を
心
に
与
え
て
く
れ
る
力
が
あ

る
の
で
、
ま
ず
は
会
報
誌
を
手
に
取
っ
て
頂

く
為
の
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
地
域
で
の
奉
仕
活
動

や
各
委
員
会
の
取
り
組
み
等
を
写
真
や
各
委

員
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
を
載
せ
な
が
ら
紹
介
し

て
い
ま
す
。

次
に
、
当
会
員
の
コ
ラ
ム
を
連
載
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。

次
号
か
ら
会
員
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

各
会
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
、
仕
事

や
趣
味
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
の

活
動
や
抱
負
等
の
コ
メ
ン
ト
を
写
真
と
共
に

載
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

最
後
の
ペ
ー
ジ
は
、
大
人
も
子
供
も
楽
し

そ
う
な
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
写
真
を
載
せ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
紙
面
内
容
は
基
本
的
に
一
般
の

方
に
広
く
読
ん
で
頂
き
、
ど
の
よ
う
な
目
的

で
、
何
処
で
、
何
を
し
て
い
る
の
か
を
知
っ

て
頂
く
為
の
も
の
で
す
。

今
更
な
が
ら
の
会
員
紹
介
も
基
本
的
な
考

え
方
は
一
緒
で
内
部
に
対
し
て
で
は
な
く
、

外
部
に
向
け
て
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。

当
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
は
こ
ん
な
方
達

が
い
ま
す
よ
、
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

よ
、
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
こ
ん
な
考
え
方
を
し

て
い
ま
す
、
等
を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
当
ク
ラ

ブ
の
大
き
な
目
標
で
も
あ
る
、
会
員
増
強
に

も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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今
年
で
三
回
目
に
な
る
「
子
ど
も
フ
ェ
ス

タ
」
は
、
七
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
タ
の
狙
い
は
、
少
子
高
齢
化

や
近
隣
間
の
希
薄
化
な
ど
に
と
も
な
い
、
つ

な
が
り
や
ふ
れ
あ
い
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

中
、
世
代
を
超
え
た
人
た
ち
が
�
た
く
さ
ん

の
愛
で
つ
な
が
る
�
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

た
。旧

土
成
町
を
中
心
に
、
三
十
余
り
の
団
体

が
参
加
し
て
い
た
な
か
で
、
我
が
土
成
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、『
水
中
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
』

を
実
施
し
た
。

昨
年
の
『
焼
き
芋
』
に
く
ら
べ
て
、
少
し

は
涼
し
さ
を
感
じ
た
が
、
テ
ン
ト
を
は
み
出

し
た
と
こ
ろ
は
、
身
体
に
こ
た
え
る
暑
さ
で

あ
っ
た
。

『
水
中
ヨ
ー
ヨ
ー
』
は
、
注
射
器
の
よ
う
な

ピ
ス
ト
ン
に
水
と
空
気
を
吸
い
こ
ま
せ
、
そ

れ
ら
を
風
船
に
入
れ
て
膨
ら
ま
せ
て
か
ら
、

ゴ
ム
ヒ
モ
で
く
く
る
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
単
純
作
業
で
も
、
初
め
は
慣
れ
ず
、

風
船
が
裂
け

た
り
、
空
気

や
水
が
抜
け

た
り
の
失
敗

も
あ
っ
た
が
、

中
学
生
の
お

手
伝
い
も
あ
り
、
三
百
個
が
な
く
な
る
こ
ろ

に
は
、
ど
の
メ
ン
バ
ー
も
上
手
に
な
っ
て
い

た
。『
水
中
ヨ
ー
ヨ
ー
』
は
、
無
料
だ
っ
た

の
で
、
父
母
や
祖
父
母
に
手
を
引
か
れ
た
子

ど
も
た
ち
も
、
う
れ
し
そ
う
に
釣
っ
て
持
ち

帰
っ
て
い
た
。「
あ
り
が
と
う
」
の
こ
と
ば

が
、
さ
わ
や
か
に
聞
こ
え
た
日
で
も
あ
っ
た
。

後
日
、
阿
波
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
ポ
ケ
ッ
ト
」
会
長
の
福
井
彩
乃
さ
ん

と
、
土
成
中
央
幼
稚
園
か
ら
、
て
い
ね
い
な

お
礼
状
が
届
い
た
。

２
０
０
８
年

１０
月
１９
日
徳
島
市
内
繊
維

団
地
日
曜
朝
市
に
お
い
て
徳
島
吉
野
川
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
国
際
協
調
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

子
供
支
援
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
並
び
に

募
金
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。

当
ク
ラ
ブ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
は

２
０
０
４
年
か
ら
始
ま
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
コ
ン

ポ
ン
ト
ム
州
パ
ラ
イ
区
ト
リ
ア
ル
小
・
中
・

高
校
に
図
書
、
文
具
、
黒
板
、
ス
ポ
ー
ツ
用

品
等
の
寄
贈
を
５
年
間
続
け
て
い
ま
す
。
昨

今
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
支
援
は
増
え
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
家
畜
の
世
話
や
農
作
業
の
手
伝

い
な
ど
で
学
校
へ
通
え
な
い
子
供
も
ま
だ
ま

だ
多
く
、
特
に
教
科
書
、
図
書
、
文
房
具
な

ど
は
慢
性
的
に
不
足
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、
募
金
活
動

は
会
員
か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
衣
類
・
日

用
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

前
日
の
値
札
つ
け
か
ら
始
ま
り
当
日
の
販
売

と
女
性
会
員
の
大
活
躍
が
あ
り
、
朝
７
時
か

ら
バ
ザ
ー
を
始
め
ま
し
た
が
す
ぐ
に
朝
市
に

来
て
い
た
多
く
の
お
客
様
で
あ
ふ
れ
９
時
過

ぎ
に
は
大
方
の
商
品
が
売
れ
、
１１
時
に
は
終

了
と
い
う
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

お
陰
様
で
総
額
１０
万
円
を
超
え
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
と
な
り
、
以
前
よ
り
集
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
募
金
と
合
わ
せ
総
額
２０
万
円
の
寄

付
を
、
こ
れ
ま
で
当
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
支
援

活
動
を
し
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
ア
プ
サ
ラ
」
の
代
表
鈴
木
氏
に
お
渡
し
を

い
た
し
ま
し
た
。
早
速
、
鈴
木
氏
は
１１
月
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
渡
り
、
２
０
０
８
年
１
月
に

ト
リ
ア
ル
中
・
高
校
に
「
ア
プ
サ
ラ
」
が
建

て
た
「
武
仁
図
書
館
」
の
蔵
書
購
入
に
お
使

い
に
な
っ
た
と
活
動
報
告
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
支

援
の
募
金
活
動
は
現
在
も
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
徳
島
吉
野
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ほ

う
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

8R-2Z
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最
近
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
治
安
情
勢
は
、

子
ど
も
の
拉
致
殺
害
、
連
れ
去
り
、
悪
戯
が

多
発
し
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
れ
の
前
兆
事
案

に
い
た
っ
て
は
、
徳
島
に
お
い
て
も
毎
日
の

よ
う
に
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
の
安

全
を
守
る
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

よ
る
見
回
り
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

多
く
の
人
の
活
動
参
加
を
得
る
に
は
、
実

施
し
て
く
れ
る
人
の
負
担
に
な
ら
ず
、
し
か

も
毎
日
確
実
に
実
施
し
て
も
ら
え
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

犬
の
散
歩
は
、
毎
日
確
実
に
行
わ
れ
る
。

こ
の
散
歩
の
と
き
、
少
し
子
ど
も
見
回
り
の

た
め
に
、
目
線
を
向
け
て
も
ら
え
ば
そ
れ
で

い
い
。
こ
れ
が
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
で
あ

り
、
こ
れ
を
組
織
し
た
も
の
が
「
わ
ん
わ
ん

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
で
あ
る
。

当
ク
ラ
ブ
は
、
賛
同
者
の
募
集
な
ど
大
変

な
労
力
と
月
日
を

か
け
、
徳
島
県
防

犯
協
力
の
指
定
を

受
け
県
警
察
、
市

教
育
委
員
会
の
後

援
な
ど
全
面
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

得
て
、
四
国
初
の

同
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
、
徳
島
市
立
富
田
小
学

校
に
お
い
て
設
立
、
平
成
２０
年
７
月
１４
日
、

同
校
に
お
い
て
愛
犬
家
と
愛
犬
を
中
心
と
し

た
隊
員
四
十
人
、
来
賓
と
し
て
徳
島
市
教
育

長
様
な
ど
八
十
三
人
が
出
席
し
、
発
隊
式
を

行
っ
た
。

こ
の
発
隊
式
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｊ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の

テ
レ
ビ
で
前
日
の
予
告
、
当
日
の
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

ま
た
新
聞
に
も
、
全
国
紙
（
徳
島
版
）
や

地
方
紙
に
も
掲
載
さ
れ
、
子
ど
も
の
安
全
の

確
保
と
、
徳
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動

が
大
き
く
評
価
さ
れ
た
。

十
一
月
二
十

二
日
（
土
）、

午
後
一
時
よ
り

信
号
餅
つ
く
り

を
事
務
所
で
行

っ
た
。

こ
の
フ
ェ
ア

の
参
加
者
に
配

布
す
る
た
め
で
、

徳
島
東
交
通
安
全
協
会
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
い
た
だ
き
、
八
百
パ
ッ
ク
（
三
個

入
り
）
作
っ
た
。

当
日
は
、
荒
瀬
孝
之
・
元
ガ
バ
ナ
ー
、
表

原
俊
之
８
Ｒ
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、

清
水
三
枝
８
Ｒ
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・

大
会
参
加
委
員
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
午

前
十
時
よ
り
開
会
式
を
実
施
。

関
会
長
が
、「
当
ク
ラ
ブ
の
最
大
の
事
業

で
あ
る
�
と
く
し
ま
交
通
安
全
フ
ェ
ア

２
０
０
８
�
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
徳
島
東
警
察
署
、
徳
島
東
交
通
安
全
協

会
、
徳
島
市
の
ご
協
力
を
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
わ
れ
わ
れ
の
事
業
が
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
に
、
少
し
で
も
役
立
つ
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
、
開
会
の
挨

拶
を
し
た
。

ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
荒
瀬
様
よ
り
「
徳

島
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
事
業
と
し
て
、

今
年
も
多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
を
得
て
、

交
通
安
全
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
成

果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
」
と
、

ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

徳
島
東
警
察
署
の
稲
井
交
通
官
か
ら
は
、

「
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
高
齢
者
の
死
亡
事
故
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、
挨
拶
さ
れ

た
。

8R-1Z

四
国
初
の
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
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今
治
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
結

成
４５
周
年
を
迎
え
「
原
点
」
を
テ
ー
マ

に

２
０
０
８
年
１０
月
１３
日
に
記
念
事

業
、
１１
月
１５
日
に
記
念
ゴ
ル
フ
、
そ
し

て
１１
月
１６
日
に
記
念
式
典
を
そ
れ
ぞ
れ

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

記
念
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
今
治

市
内
の
小
学
生
と
保
護
者
に
呼
び
掛
け

「
明
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
教

室
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

青
少
年
の
健
全
育
成
と
環
境
問
題
に
取
り
組
む
科
学
実
験
教
室
で
し
た
。

当
日
は
今
治
市
内
約
１
０
０
名
の
小
学
生
に
、
光
電
池
（
ソ
ー
ラ
ー
）

と
乾
電
池
の
二
つ
の
動
力
源
を
持
っ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
模
型
自
動
車
を

作
製
し
て
も
ら
い
、
科
学
へ
の
興
味
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
そ
し
て
地

球
環
境
問
題
を
保
護
者
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
い
た
し
ま
し
た
。
丁
度
こ
の
こ
ろ
日
本
人
の
科
学
者
４
名
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
た
と
の
快
挙
の
報
が
伝
わ
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
�
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
目
指
せ
�
と
ば
か
り
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、
南

海
放
送
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。１１

月
１５
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、
１６
日
の
記
念
式
典
は
と
も
に
当
初
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
よ
り
も
多
く
の
皆
様
方
に
ご
登
録
を
い
た
だ
き
、
楽

し
く
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
１６
日
の
式
典
に
は

三
谷
智
省
地
区
名
誉
顧
問
会
議
長
、
武
久
一
郎
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
は

じ
め
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
我
が
ク
ラ
ブ

の
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
村
上
正
郎
さ
ん
の
「
記
念
講
演
」
も
大
変
に

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
そ
し
て
我
が
ク
ラ
ブ
が
育
成
資
金
を
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
今
治
少
年
少
女
合
唱
団
の
童
謡
唱
歌
か
ら
始
ま
っ

た
祝
宴
も
、
大
変
に
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に「
ま
た
会
う
日
ま
で
」、

十
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

多
度
津
Ｌ
Ｃ
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
４５
周
年
記
念
交
流
会
が
２
０
０
８

年
１１
月
２６
日
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
ス
ポ

ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
や
近
隣
各
ク
ラ
ブ
の
方
々
、
更
に
姉
妹
ク
ラ
ブ
（
基
隆

第
一
・
鹿
追
・
砺
波
）
の
各
位
の
御
臨
席
の
も
と
和
や
か
な
記
念
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。
御
多
忙
の
中
、
遠
路
を
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
深
く
感
謝
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

バ
ブ
ル
崩
壊
以
来
、
日
本
経
済
の
低
迷
は
長
き
に
わ
た
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
こ
に
来
て
ア
メ
リ
カ
経
済
の
破
綻
に
始
ま
る
世
界
的
大
恐
慌

は
未
だ
に
立
ち
直
り
の
兆
し
す
ら
見
出
せ
ず
混
迷
の
度
を
深
め
て
居
ま

す
。
こ
の
様
な
状
勢
の
中
で
我
ク
ラ
ブ
の
４５
周
年
記
念
事
業
を
行
う
に

当
り
、
式
典
の
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
ず
と
し
て
も
奉
仕

と
友
交
の
面
で
は
更
な
る
拡
大
を
め
ざ
す
事
を
目
的
に
し
て
来
ま
し
た
。

式
典
に
要
す
る
時
間
を
切
り
詰
め
て
友
交
交
流
に
振
り
向
け
る
こ
と
や

記
念
誌
を
Ｃ
Ｄ
化
す
る
事
な
ど
の
工
夫
を
試
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
周

年
事
業
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
内
容
意
義
共
に
満
足
で
き
る
も

の
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
居
ま
す
。
又
友
交
・
交
流
の
面
で
も
所
期
の

目
的
は
十
分
達
成
出
来
た
と
思
っ
て
居
ま
す
。
然
し
残
念
な
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
会
場
の
都
合

も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
お

招
き
す
る
他
ク
ラ
ブ
の

方
々
の
人
数
を
制
限
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、

又
経
費
節
減
の
為
に
行
っ

た
記
念
誌
Ｃ
Ｄ
化
で
こ
の

作
業
の
担
当
者
に
大
変
な

ご
苦
労
を
強
い
る
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
事
な
ど

で
し
た
。

こ
の
４５
周
年
記
念
交
流

会
に
ご
参
加
頂
き
、
会
を

盛
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
各

位
に
感
謝
致
し
ま
す
。
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今治中央ライオンズクラブ（２Ｒ－２Ｚ）

多度津ライオンズクラブ（５Ｒ－２Ｚ）
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２
０
０
９
年
２
月
１
日
（
日
）
観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、

観
音
寺
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
１５
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
は
一
般
御
来
賓
の
皆
様
方
を
始
め
、
山
地
章
靖
地
区

ガ
バ
ナ
ー
よ
う
す
る
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
、
姉
妹
提
携
ク
ラ
ブ
の

湯
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
５
Ｒ
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
多
数
の
御
臨

席
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
９
９
３
年
観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
結

成
さ
れ
１５
年
の
節
目
と
な
る
こ
の
間
、
地
域
社
会
に
密
着
し
た
奉
仕
活

動
を
進
め
、
特
に
地
域
保
育
所
幼
稚
園
の
園
児
達
と
の
「
さ
つ
ま
芋
づ

く
り
」
は
、
毎
年
継
続
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

式
典
は
、
地
元
香
川
県
立
観
音
寺
第
一
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

に
よ
る
歓
迎
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
始
ま
り
「
君
が
代
」「
ラ
イ
オ
ン

ズ
・
ヒ
ム
」を
斉
唱
、出
席
さ
れ
た
皆
様
方
か
ら
大
拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。

記
念
事
業
で
は
、
ク
ラ
ブ
の
一
方
的
な
自
己
満
足
に
な
ら
な
い
様
に

と
、
観
音
寺
市
１３
校
・
三
豊
市
３
校
の
小
学
校
へ
喜
ん
で
学
習
に
使
っ

て
頂
け
る
学
校
希
望
の
品
で
、
児
童
図
書
、
運
動
用
具
、
楽
器
、
電
気

製
品
な
ど
多
種
類
贈
呈
し
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
後
、
祝
宴
の
間
に
は
大
澤
宣
晃
氏
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
く

つ
ろ
ぎ
心
を
癒
し
て
頂
い
た
後
、
祝
宴
が
は
じ
ま
り
粗
酒
粗
肴
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
メ
ン
バ
ー
の
交
流
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

閉
宴
に
は
、大
澤
宣
晃
氏
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
り「
ま
た
会
う
日
ま
で
」

斉
唱
の
後
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
石
井
淑
雄

幹
事
の
発
声
に
よ
り
気
持
ち
新
た
に
力

強
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
で
無
事
閉

会
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍

を
目
指
し
、
会
長
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
一
致

団
結
ウ
イ
・
サ
ー
ブ
」
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
温
か
く
見
守
っ
て
頂
き
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

小
豆
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
１
９
６
４
年
２
月
１１
日
に
高

松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ

ン
サ
ー
に
よ
り
ま
し
て
日
本
で

７
１
４
番
目
、
香
川
県
で
９
番

目
に
結
成
さ
れ
た
歴
史
あ
る
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
す
。
ま
さ

に
そ
の
時
の
社
会
の
課
題
に
正

面
か
ら
取
り
組
み
、
地
域
の
文

化
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
き
た

歴
史
が
あ
り
、
諸
先
輩
方
の
長

年
に
わ
た
る
献
身
的
な
奉
仕
活

動
と
輝
か
し
い
功
績
が
光
っ
て

お
り
ま
す
。

４５
周
年
を
迎
え
、
通
常
で
あ

れ
ば
記
念
式
典
を
開
催
し
、
諸
先
輩
の
築
い
て
こ
ら
れ
た
偉
業
を
た
た

え
る
べ
き
で
し
ょ
う
が
、
昨
今
の
経
済
事
情
、
社
会
情
勢
を
皆
で
考
え

た
結
果
、
今
回
は
記
念
式
典
に
代
わ
る
記
念
例
会
の
形
式
で
、
４５
周
年

を
迎
え
た
慶
び
を
分
か
ち
合
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
形
は

変
わ
ろ
う
と
も
将
来
へ
の
発
展
と
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
を
再
認
識
す

る
こ
と
に
何
ら
変
わ
り
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

記
念
例
会
は
、
小
豆
島
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
例
会
も
合

わ
せ
た
形
式
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
山
地
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
様
方
、
ま
た
七
條
Ｒ
Ｃ
、
田
村
Ｚ
Ｃ
、
１
Ｚ
ブ
ラ

ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
、
姉
妹
縁
組
１９
年
目
を
迎
え
ま
す
若
杉
福
岡
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
盛
大
な
う

ち
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
は
、
会
員
数
６５
名
で
し
た
。
そ

れ
が
現
在
４０
名
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
入
会
時
に
は
全
員
が
正

会
員
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
は
正
会
員
３６
名
で
す
。
小
豆
島
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
昭
和
３９
年
と
い
え
ば
、
日
本
が
高
度
成
長

期
に
入
ろ
う
か
と
い
う
時
代
で
し
た
。
島
に
も
人
口
約
５
万
人
を
数
え

た
時
代
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
、
ま
さ
に
激
動
の
時
が
流
れ
、
昭
和
か
ら

平
成
へ
と
時
代
は
移
り
、
そ
し
て
今
、
少
子
高
齢
化
に
象
徴
さ
れ
る
と

お
り
、
日
本
の
社
会
状
況
は
大
き
く
様
変
わ
り
い
た
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
ど
の
よ
う
な
時
代
が
こ
よ
う
と
も
、
小
豆
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
地
域
に
根
ざ
し
た
奉
仕
活
動
を
続
け
、
地
域
の
人
々
に
今
以
上
認
め

ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

つ
つ
、
無
事
に
記
念
例
会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
心

よ
り
感
謝
し
つ
つ
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

周年レポート
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創立１５周年記念式典大会委員長 松岡 良隆

会長 上川 正衛
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観音寺中央ライオンズクラブ（５Ｒ－２Ｚ）

小豆島ライオンズクラブ（４Ｒ－１Ｚ）

クラブ功労者の表彰
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●ポプラ 
県道33号線 

GS 
● 

GS● 

● 
回生病院 

●サンクス 

←至丸亀 

しまむら● 

三木内科● 

ベスト電気 
● 

トーアGC 
● 

地方卸売市場● 

さ
ら
い
●
 

●
G
S

●坂出市役所 

●坂出国際ホテル 

●ローソン 

至高松→
 

オイルミルズ 
● 

坂出郵船組 
● 

コメリ 
● 

鎌田醤油 
● 

日本ファインケム 

● 

●メガネの三城 

●坂出商工会議所 

至JR坂出駅 
↓ 

両景橋 

さぬき浜街
道 

P

P

P

P

P P
P

B

A

A

C

D
E

F

一方 
通行 

坂出市立体育館 
坂出市入船町2丁目1-59 
1（0877）45-6670

坂出グランドホテル 
坂出市西大浜北1-2-33 
1（0877）44-1000

A. 坂出グランドホテル及び東側駐車場 

B. 温泉施設さらい駐車場 

C. 地方卸売市場臨時駐車場 

D. オイルミルズ臨時駐車場 

E. 鎌田醤油臨時駐車場 

F. 日本ファインケム臨時駐車場 

第５５回３３６‐A地区年次大会 会場案内図
２００９．４．１１（sat）１２（sun） 場所：坂出グランドホテル・坂出市立体育館

松
山
ホ
ス
ト
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
結
成
５５
周
年
を
迎
え
、
去
る

２
月
１２
日
（
木
）
に
松
山
市
の
萬

翠
荘
（
愛
媛
県
美
術
館
分
館
）
に

お
い
て
５５
周
年
記
念
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
山
地
章
靖
氏

を
は
じ
め
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
関
係
者

お
よ
び
我
が
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ

ー
ク
ラ
ブ
、
神
戸
（
ホ
ス
ト
）
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
会
長

塚
本
晴
之
氏
な
ど
多
く
の
方
々
の

臨
席
を
賜
り
１７
時
よ
り
記
念
例
会

を
開
会
い
た
し
ま
し
た
。
例
会
で
は
長
年
に
わ
た
り
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
興
居
島
中
学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
リ
ー
ダ
ー
会
」、
愛
媛
大
学
の
白
松
准
教
授
な
ど
に
感
謝
状
と
目
録

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
長
年
ク
ラ
ブ
に
在
籍
し
た
８
人
の
会

員
に
も
表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
会
員
か
ら
は
５５
年
の
歩
み
と

結
成
時
の
会
場
「
萬
翠
荘
で
の
思
い
出
」
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
記
念

例
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

場
所
を
国
際
ホ
テ
ル
松
山
に
移
し
、
祝
宴
は
岡
会
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
名
誉
顧
問

宮
内
浩
四
郎
様
に
乾
杯
の
御
発
声

を
い
た
だ
き
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
宴
も
盛
り
上

が
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
昔
話
な
ど
を
懐
か
し
く
語
る

会
員
同
士
の
輪
が
で
き
、
ま
た
新
た
に
始
ま
る
６０
周
年
に
向
け
て
の
抱

負
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
２０
時
、
元
地
区

ガ
バ
ナ
ー
名
誉
顧
問

宮
内
政
三
様
の
ロ
ー
ア
で
閉
め
て
い
た
だ
き
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
ご

来
賓
の
方
々
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

代議員大会・・・・・坂出グランドホテル

年次大会・・・・・・・坂出市体育館

会
場
案
内

・高速道路利用車両は坂出インターで降りてく
ださい。坂出北インターでは降りられませ
ん。

・代議員用駐車場は坂出グランドホテル駐車場
�、温泉施設さらい駐車場�をご利用下さ
い。

・式典参加者の駐車場はＪオイルミルズ�、鎌
田醤油�、日本ファインケム駐車場�をご
利用下さい。（５リジョンの参加者はＪオイ
ルミルズ�を利用下さい。）

・貸切バス（マイクロバス含む）は地方卸売市
場�に駐車して、徒歩で会場へお越し下さ
い。（体育館周辺での乗り降りはご遠慮下さ
い。）

・駐車場は全て禁煙です。
・市立体育館前の道路は狭い為、南行一方通行
でお願いします。

第一副会長 丸山 俊明

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
松山ホストライオンズクラブ（１Ｒ－１Ｚ）

会場周辺地図
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清

見

清
見
は
、
日
本
の
宮
川
早
生
と
ア
メ
リ
カ

の
ト
ロ
ビ
タ
オ
レ
ン
ジ
を
交
配
し
て
誕
生
し

た
柑
橘
で
、
今
日
人
気
を
博
し
て
い
る
不
知

火
（
デ
コ
ポ
ン
）
や
、
は
る
み
、
せ
と
か
と

い
っ
た
海
外
の
柑
橘
の
風
味
が
入
っ
た
品
種

の
先
駆
け
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
親
に
も
な
っ

た
日
本
の
柑
橘
史
に
残
る
記
念
す
べ
き
品
種

で
す
。
ま
た
、
果
実
は
、
果
汁
が
豊
富
で
と

ろ
け
る
よ
う
な
ま
ろ
や
か
な
味
で
春
の
ジ
ュ

ー
シ
ー
な
柑
橘
と
し
て
親
し
ま
れ
県
の
特
産

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
清
見
は
、
２
月
頃
ま

で
樹
上
で
完
熟
さ
せ
て
か
ら
収
穫
を
し
て
３

月
頃
か
ら
全
国
各
地
に
届
け
ら
れ
、
主
は
カ

ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
と
し
て
切
っ
て
召
し
上
が
っ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
愛
媛
県
は
、
清
見
の
生

産
量
で
は
全
国
の
四
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
生
産
量
が

多
い
の
が
愛
媛
県
の
西
南
部
、
日
本
一
細
長

い
半
島
の
先
端
に
位
置
し
て
い
る
西
宇
和
郡

伊
方
町
三
崎
地
区
は
、
い
ち
早
く
清
見
の
産

地
化
に
取
り
組
み
日
本
で
有
数
の
清
見
の
産

地
と
な
り
、
今
で
は
「
三
崎
の
清
見
」
と
し

て
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

清
見
の
品
種
登
録
上
の
正
式
名
称
は
「
清

見
」
で
す
が
、
販
売
さ
れ
る
時
に
は
様
々
な

呼
び
方
が
あ
り
「
清
見
タ
ン
ゴ
ー
ル
」
や
「
清

見
オ
レ
ン
ジ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
タ
ン
ゴ

ー
ル
（
ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
ｒ
）
と
は
、
果
皮
の
赤

い
み
か
ん
類
を
指
す
ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ

と
、
ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
類
を
指
す
ｏ
ｒ
ａ

ｎ
ｇ
ｅ
の
合
成
語
で
、
両
種
の
雑
種
を
意
味

す
る
柑
橘
分
類
上
の
用
語
と
さ
れ
、「
○
○

み
か
ん
」
や
「
○
○
オ
レ
ン
ジ
」
と
同
じ
よ

う
な
感
じ
で
「
清
見
タ
ン
ゴ
ー
ル
」
と
い
う

愛
称
が
つ
け
ら
れ
、
歴
史
を
重
ね
る
う
ち
に

今
多
く
の
方
々
に
定
着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
清
見
オ
レ
ン
ジ
」
は
オ
レ
ン
ジ
の
風
味
を

持
つ
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
宣
伝
す
る
た
め

に
使
用
し
て
販
売
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

偉
大
な
る
母

「
清
見
」
の
誕
生

さ
て
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
清
見
は
日
本

の
柑
橘
史
に
残
る
品
種
と
さ
れ
て
お
り
、
現

在
も
様
々
な
新
品
種
の
育
成
に
は
欠
か
せ
な

い
存
在
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
清
見

を
親
と
し
て

育
成
さ
れ
た

新
品
種
を
紹

介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
表
１
参
照
）

清
見
が
偉

大
な
る
母
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

た
の
に
は
、
柑
橘
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な

い
「
単
胚
性
」
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
い
た

か
ら
な
の
で
す
。

通
常
農
作
物
で
新
品
種
を
誕
生
さ
せ
る
に

は
、
母
親
と
は
違
う
品
種
の
花
粉
を
受
粉
さ

せ
て
や
り
ま
す
。
こ
れ
を
交
配
と
い
い
、
そ

の
結
果
得
ら
れ
た
果
実
は
両
品
種
の
交
雑
種

と
な
り
、
親
と
は
違
う
性
質
を
も
ち
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
柑
橘
で
は
、
こ
れ
が
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
な
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
受
精

す
れ
ば
交
雑
し
た
胚
を
形
成
し
ま
す
が
、
こ

れ
と
は
別
に
「
珠
心
胚
」（
し
ゅ
し
ん
は
い
）

と
呼
ば
れ
る
受
精
な
し
で
形
成
さ
れ
る
胚
を

い
く
つ
も
作
り
上
げ
る
性
質
が
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
を
「
多
胚
性
」
と
い
い
ま
す
。
珠
心
胚

に
は
父
親
の
血
は
全
く
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、
珠
心
胚
か
ら
出
た
芽
は
母
親
と
同
じ
品

質
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
珠
心
胚
は
、
多

い
品
種
で
５０
前
後
で
き
る
上
に
１
つ
し
か
な

３
Ｒ－

Ｒ
Ｃ

平

家

健
次
郎

（
保
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

き

よ

み

三三
崎崎
のの
清清
見見

特
産
品
に
ま
つ
わ
る
特
集

愛
媛

２８

特産品にまつわる特集
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平 家 健 次 郎
昭和６年４月１１日生

自営業（果樹園経営）

［［ラライイオオンンズズ経経歴歴］］

１９９２年 入会

１９９５年～９６年 第三副会長

１９９６年～９７年 第二副会長

１９９７年～９８年 第一副会長

１９９８年～９９年 会長

２０００年～０１年 会員理事

２００７年～０８年 ＺＣ

２００８年～０９年 ＲＣ

い
交
雑
胚
の
生
育
を
抑
制
し
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
多
胚
性
品
種
を
母
親
に
使
う
と
圧

倒
的
に
失
敗
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
の

で
す
。
一
方
、
単
胚
性
品
種
か
ら
出
た
芽
は

確
実
に
交
雑
種
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

交
配
に
よ
る
新
品
種
育
成
に
は
、
母
親
に
多

胚
性
の
品
種
は
使
わ
な
い
の
が
常
識
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
胚
性
の
品

種
は
少
な
く
、
実
際
に
交
配
に
使
え
る
品
種

は
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
温
州
み
か
ん
の
血
を
引
く
清
見

の
誕
生
は
、
み
か
ん
の
良
さ
を
受
け
継
い
だ

新
品
種
を
開
発
す
る
上
で
、
非
常
に
大
き
な

役
割
を
期
待
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
ち
な
み
に
、

現
在
で
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
な
ど
の
高
度
な
技
術

が
発
展
し
遺
伝
子
の
組
み
替
え
な
ど
最
新
技

術
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
清
見
の
誕
生

す
る
と
き
に
は
、
清
見
の
母
親
が
多
胚
性
で

あ
っ
た
た
め
得
ら
れ
た
交
雑
種
（
新
品
種
）

は
交
配
し
た
数
千
本
の
う
ち
、
わ
ず
か
数
十

本
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
清
見
は
、
想
像
も

つ
か
な
い
苦
労
と
時
間
を
経
て
生
ま
れ
た
待

望
の
品
種
で
あ
り
、
現
在
も
多
く
の
新
品
種

開
発
の
偉
大
な
る
母
と
し
て
活
躍
を
し
て
い

ま
す
。

４
月
１４
日

オ
レ
ン
ジ
デ
ー

「
４
月
１４
日

オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
ご
存

じ
で
す
か
？
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
は
、
２
月

１４
日
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」、
３
月
１４
日

「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
」
に
続

く
カ
ッ
プ
ル
の
記
念
日
で
、

お
互
い
の
愛
情
を
確
認
す

る
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
に
愛
媛
県
内
の

柑
橘
生
産
者
が
み
か
ん
な

ど
に
関
心
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
考
案
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
オ
レ
ン
ジ
な
の
か

と
疑
問
を
持
つ
方
は
多
く

い
ま
す
が
、
オ
レ
ン
ジ
に

は
結
婚
と
非
常
に
深
い
関

係
が
あ
り
ま
す
。
樹
に
た
く
さ
ん
実
が
な
る

こ
と
か
ら
「
繁
栄
」
や
「
多
産
」
の
シ
ン
ボ

ル
と
さ
れ
、
花
は
清
ら
か
な
白
色
を
し
て
お

り
花
言
葉
は
「
花
嫁
の
心
」「
純
潔
」「
寛
大
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
み
か
ん
の
花
は
愛
媛

県
の
花
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
欧
米
の
結
婚

式
で
は
、
花
嫁
が
オ
レ
ン
ジ
の
花
を
身
に
付

け
た
り
し
ま
す
し
、
男
性
が
オ
レ
ン
ジ
の
実

を
持
っ
て
プ
ロ
ポ
ー
ズ
す
る
習
慣
が
あ
る
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

４
月
１４
日
の
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
あ
わ

せ
て
「
清
ら
か
に
見
つ
め
合
っ
て
愛
を
確
か

め
る
」と
い
う
思
い
を
込
め
た
旬
の「
清
見
」

を
夫
婦
や
カ
ッ
プ
ル
、
親
子
、
友
達
同
士
な

ど
大
切
な
人
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。「
愛
媛
発
・
ふ
た
り
で
・

み
ん
な
で

４
月
１４
日
は
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

父 親
ポンカン中野３号
ポンカンＦ－２４３２
ページ
マーコット

母 親
清見
清見
清見×興津早生No.１４※
清見×アンコールNO.２※

品 種 名
不知火（デコポン）
はるみ
天 草
せとか

参考資料

果樹試験場報告Ｂ第１０号 カンキツ新品種‘清見’について

‘清見’は偉大な母 ―カンキツの良食味・高品質品種の育成－

松本亮司 農業及び園芸第７２巻７号

「話題の柑橘１００品種」（刷新版）

西宇和農業協同組合 三崎共選

ホームページ「清見タンゴール博物館」

http : //www 4.ocn.ne..jp/̃misaki 60/index.htm

※ 育種では両親を標記するときは、母親×父親の順に記すのが通例です。
天草・せとかの母親は清見の子で、品種改良用に作られた名のない品種
です。天草・せとかにとって清見は母方の祖母にあたります。

オレンジデーのマーク

表１
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篠原朔太郎翁

２
Ｒ－

Ｒ
Ｃ

宇

高

昭

造

（
川
之
江
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

四
国
中
央
市
の
工
業
出
荷
額
は

５
・
９
千
億
円
、
そ
の
内
４
・
８
千

億
円
は
紙
製
品
で
あ
り
、
日
本
第

一
の
「
紙
の
町
」
で
あ
る
。
こ
の

小
さ
な
町
か
ら
全
国
に
紙
製
品
が

出
荷
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
製
紙
業

の
発
展
は
多
く
の
先
人
の
素
晴
ら

し
い
業
績
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
こ
の

地
域
の
紙
を
全
国
に
広
め
た
住
治

平
翁
、
紙
の
品
質
改
良
と
近
代
化

を
進
め
た
篠
原
朔
太
郎
翁
で
あ
る
。

そ
の
内
、
製
紙
技
術
の
研
究
に

一
生
を
捧
げ
「
紙
聖
」
と
讃
え
ら

れ
て
い
る
、
わ
が
川
之
江
町
の
先

人
「
篠
原
朔
太
郎
翁
」
を
紹
介
す

る
。
と
こ
ろ
で
、
紙
は
約
２
千
年

前
に
中
国
の
漢
の
時
代
に
発
明
さ

れ
、
飛
鳥
時
代
に
そ
の
製
法
が
日

本
に
伝
わ
り
、
平
安
時
代
に
は
我

国
独
特
の
「
和
紙
」
が
誕
生
し
た
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
多
く
の
藩
が

専
売
品
と
し
て
紙
の
生
産
を
奨
励

し
、
愛
媛
県
で
は
宇
和
島
藩
、
吉

田
藩
の
泉
貨
紙
、
大
洲
藩
の
大
洲

半
紙
、
西
条
藩
の
伊
予
奉
書
紙
な

ど
が
有
名
で
あ
る
。
郷
土
史
家
の

故
森
実
善
四
郎
さ
ん
の
『
紙
と
伊

予
』
に
、「
宇
摩
地
方
（
現
四
国
中

央
市
）
の
製
紙
は
宝
暦
年
間
に

（
１
７
５
０
年
頃
）
嶺
南
の
奥
地

に
隠
れ
て
誰
か
が
紙
を
漉
き
始
め

た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。」
と
あ
り
、

こ
の
地
域
の
紙
生
産
の
歴
史
は
比

較
的
浅
い
。
明
治
時

代
に
な
る
と
新
た
に

洋
紙
が
加
わ
り
、
現

在
は
紙
の
需
要
の
急

増
と
と
も
に
欧
米
技

術
の
導
入
に
よ
る
近

代
工
業
と
し
て
の
製

紙
産
業
と
な
っ
て
い

る
。篠

原
朔
太
郎
は
こ

の
和
紙
と
洋
紙
が
競

合
し
た
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
人

物
で
あ
る
。
１５
歳
の
こ
ろ
お
祭
り

の
お
小
遣
い
に
一
円
紙
幣
を
も
ら

っ
た
。
朔
太
郎
の
生
家
も
製
紙
業

を
営
ん
で
お
り
、
そ
の
紙
幣
の
「
透

か
し
」
模
様
に
興
味
を
い
だ
き
、

自
分
も
漉
い
て
み
た
い
と
考
え
た

の
が
紙
作
り
研
究
へ
の
き
っ
か
け

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
二

十
七
歳
こ
ろ
、
薦
田
篤
平
が
経
営

す
る
製
紙
場
で
ソ
ー
ダ
、
カ
ル
キ

を
用
い
た
薬
品
処
理
を
実
用
化
し
、

四
国
の
偉
人

愛
媛
県

特

別

寄

稿篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔朔
太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太
郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎
翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁
（
一
八
六
五
〜
一
九
五
二
）

３０
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篠原朔太郎が考案したビータ（模型）

PPrrooffii llee
う だか しょう ぞう

宇 高 昭 造
１９４３年８月２４日生

泉製紙株式会社 社長

［［ラライイオオンンズズ経経歴歴］］

１９８８年１１月 入会

１９９８年度 モナークシェブロン１０年

２００３～２００４年 第一副会長

２００４～２００５年 会長

２００５～２００６年 ３３６‐Ａ地区 PR・ライオ

ンズ情報委員長

２００５年度 国際会長感謝状

２００８～２００９年 ３３６‐Ａ地区 ２Ｒ‐ＲＣ

金生川の堤に建つ「紙のまち資料館」と
入場口に立つ篠原朔太郎翁の銅像

処
理
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
三

椏
原
料
を
利
用
し
た
「
改
良
半
紙
」

を
開
発
し
た
。
事
務
用
、
複
写
用

と
し
て
の
改
良
半
紙
は
宇
摩
地
域

の
紙
の
代
名
詞
と
な
っ
て
行
く
の

で
あ
る
が
、
事
務
用
紙
の
需
要
の

増
大
と
と
も
に
歴
史
の
浅
い
当
地

域
の
紙
を
有
名
に
し
た
。

明
治
二
十
年
代
、土
佐（
高
知
）の

吉
井
源
太（
１
８
２
６
〜
１
９
０
８
）

が
機
械
化
を
進
め
、
土
佐
の
紙
が

質
と
量
に
お
い
て
全
国
一
位
で
あ

っ
た
。
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会

（
１
８
９
５
）
に
朔
太
郎
ら
が
丹
精

込
め
た
紙
を
出
品
し
た
が
、
土
佐

の
紙
が
一
、
二
等
を
独
占
し
た
の

に
対
し
て
、
三
等
が
や
っ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
屈
辱
を
バ
ネ
に
、
技

術
改
良
に
努
め
、
博
覧
会
に
は
努

め
て
出
品
し
て
研
鑽
を
積
み
重
ね

た
。当

時
土
佐
が
得
意
と
し
た
典
具

帖
紙
（
貴
重
品
や
美
術
品
の
包
材
）

は
海
外
に
も
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
、

国
外
に
も
そ
の
名
声
が
轟
い
て
い

た
。
朔
太
郎
は
子
供
の
頃
に
夢
見

て
蓄
積
し
て
い
た
透
か
し
技
術
を

こ
の
典
具
帖
紙
に
漉
き
込
み
、
セ

ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会

（
１
９
０
４
）
に
出
品
し
て
、
つ

い
に
一
等
金
牌
を
獲
得
し
た
。
こ

の
芸
術
品
と
も
い
え
る
作
品
は
「
紙

の
ま
ち
資
料
館
」
に
所
蔵
、
展
示

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
大
蔵
省
印
刷
局
抄
紙

部
に
招
か
れ
最
先
端
の
製
紙
技
術

を
学
び
、
洋
紙
製
造
用
ビ
ー
タ
（
叩

解
機
）
の
改
良
、
和
紙
工
場
へ
の

普
及
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
製
の
長
網

抄
紙
機
の
運
転
な
ど
、
篠
原
朔
太

郎
翁
は
洋
紙
の
生
産
技
術
を
和
紙

に
融
合
し
て
当
地
域
独
特
の
製
紙

業
近
代
化
の
礎
を
築
い
た
。
今
日
、

「
印
紙
と
紙
幣
以
外
の
紙
な
ら
何

で
も
揃
う
」
と
言
わ
れ
、
種
類
の

豊
富
さ
で
も
日
本
一
で
あ
る
。

参

考

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学
芸

委
員

居
村
聡
子

『
和
紙
と
篠
原
朔
太
郎
』

３１



336-A地区会員現況
（入退会は累計・２００９年２月２８日現在）

２月末
５２
３１
５６
３３
３９
２５
２３６
７１
５７
４１
３３
３５
２３７
２１
２１
３６
３５
１２
１２５
５９８
２８
２７
４３
１４
３４
３９
１８５
３６
２２
４９
４０
４０
３５
２２２
５１
２６
３６
５０
２８
１９１
５９８
３７
６１
４４
３８
２４
２４
５４
２８２
４１
３８
１９
２８
１２６
３７
３３
３９
２４
３１
３０
１９４
６０２

６，１４２

退会
６
１
７
０
２
５
２１
４
３
３
０
２
１２
３
１
８
０
１
１３
４６
１
１
４
１
１
３
１１
０
３
２
０
０
３
８
８
１
０
２
３
１４
３３
１
０
２
１
１
０
５
１０
２
１
３
０
６
１
５
１
０
１
２
１０
２６

３５９

入会
２
１
２
０
４
０
９
２
１
３
１
０
７
２
３
４
３
２
１４
３０
１
０
０
２
０
２
５
１
２
３
２
２
０
１０
２
１
０
２
０
５
２０
１
０
０
４
０
０
６
１１
３
３
２
２
１０
４
０
３
１
２
０
１０
３１

３２２

期首
５６
３１
６１
３３
３７
３０
２４８
７３
５９
４１
３２
３７
２４２
２２
１９
４０
３２
１１
１２４
６１４
２８
２８
４７
１３
３５
４０
１９１
３５
２３
４８
３８
３８
３８
２２０
５７
２６
３６
５０
３１
２００
６１１
３７
６１
４６
３５
２５
２４
５３
２８１
４０
３６
２０
２６
１２２
３４
３８
３７
２３
３０
３２
１９４
５９７

６，１７９

クラブ名
高知鷹城
室 戸
高知鏡川
高 知 南
高知よさこい
土佐国府
Ｚ 合 計
高知黒潮
高 知 桂
高知中央
高知安芸
高知りょうま
Ｚ 合 計
土佐山田
土佐本山
南 国
土佐香南
大 豊
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
徳 島
小 松 島
徳 島 南
徳 島 北
阿波勝浦
徳島すだち
Ｚ 合 計
徳島中央
石 井
徳島城山
上 板
徳島吉野川
土 成
Ｚ 合 計
阿 南
日 和 佐
徳 島 東
徳島マリンピア
阿南リバティ
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
徳島眉山
鳴 門
藍 住
板 野
松茂徳島空港
鳴 門 西
北 島
Ｚ 合 計
阿波池田
脇

三 加 茂
半 田
Ｚ 合 計
徳 島 西
鴨 島
阿 波
徳島国府
神 山
徳 島 藍
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計

地 区 合 計

Ｚ

１

２

３

１

２

３

１

２

３

Ｒ

７

８

９

２月末
５４
４０
２７
３０
３３
１８
２０２
６９
３１
２６
３５
４４
２７
２３２
３７
５９
６１
３９
３０
２２６
５４
６５
５１
５９
２９
２６
２８４
９４４
９４
４７
５４
２８
５４
４６
３２３
４０
４４
４１
５７
４３
３７
２６２
５８５
５０
７１
５２
３５
４１
１５
２６４
５０
５２
３０
２９
２３
１８４
４８
５４
２３
２５
２９
１６
１９５
６４３

退会
４
４
１
５
０
０
１４
１
３
３
１
２
２
１２
４
３
２
５
０
１４
５
３
５
２
２
２
１９
５９
４
２
２
０
４
２
１４
１
２
０
２
０
２
７
２１
２
２
４
１
３
３
１５
４
２
１
１
２
１０
０
２
４
７
１
０
１４
３９

入会
７
１
０
１
０
０
９
５
１
２
０
３
５
１６
１
０
５
３
０
９
９
１
５
３
０
４
２２
５６
３
５
４
３
０
２
１７
３
１
１
１
１
３
１０
２７
１
２
２
２
２
４
１３
２
１
０
０
０
３
２
４
２
３
０
２
１３
２９

期首
５１
４３
２８
３４
３３
１８
２０７
６５
３３
２７
３６
４３
２４
２２８
４０
６２
５８
４１
３０
２３１
５０
６７
５１
５８
３１
２４
２８１
９４７
９５
４４
５２
２５
５８
４６
３２０
３８
４５
４０
５８
４２
３６
２５９
５７９
５１
７１
５４
３４
４２
１４
２６６
５２
５３
３１
３０
２５
１９１
４６
５２
２５
２９
３０
１４
１９６
６５３

クラブ名
高 松
小 豆 島
小豆島東
高 松 葵
高 松 南
高 松 愛
Ｚ 合 計
高 松 東
高 松 西
直 島
八 栗
高松源平
高松中央
Ｚ 合 計
東かがわ
長 尾
志 度
三木さぬき
高松グリーン
Ｚ 合 計
高松玉藻
高松栗林
高松屋島
高松紫雲
高松空港
高 松 北
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
丸 亀
坂 出
坂出白峰
綾 歌 郡
丸亀京極
う た づ
Ｚ 合 計
観 音 寺
善 通 寺
多 度 津
三 豊
こんぴら
観音寺中央
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
高 知
高 知 柏
高 知 東
高 知 北
高 知 桜
高知とさみずき
Ｚ 合 計
須 崎
土 佐
伊 野
佐川越知
中 土 佐
Ｚ 合 計
四 万 十
土佐清水
宿 毛
窪 川
大 方
大 正
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計

Ｚ

１

２

３

４

１

２

１

２

３

Ｒ

４

５

６

２月末
４９
２３
４３
３５
５０
３９
２３９
５８
５２
０
４８
２１
３９
３７
２８
２８３
３１
８４
３９
３４
４３
５６
２８７
８０９
６５
４４
３８
４０
１８７
６０
６６
６３
６２
２５
２７６
４０
５０
４３
４０
３３
２０６
５６
４５
１６
５８
１７５
８４４
４９
２８
１８
３３
２８
１５６
４４
１８
３８
３２
４９
１８１
３３
３１
３２
３３
３３
２０
１８２
５１９

退会
０
２
４
３
０
３
１２
２
２
１３
２
０
２
２
５
２８
３
２
５
４
０
３
１７
５７
５
２
２
２
１１
２
２
３
１
６
１４
３
３
２
１
０
９
１
３
１
１
６
４０
８
２
２
２
２
１６
０
１
３
０
４
８
１
２
１
３
３
４
１４
３８

入会
０
０
３
２
１
３
９
４
２
０
２
０
４
９
３
２４
２
４
５
４
０
０
１５
４８
６
１
４
０
１１
２
３
２
１
１
９
２
２
１
２
２
９
１
４
１
３
９
３８
１０
２
１
３
２
１８
２
２
４
０
１
９
１
２
３
６
４
０
１６
４３

期首
４９
２５
４４
３６
４９
３９
２４２
５６
５２
１３
４８
２１
３７
３０
３０
２８７
３２
８２
３９
３４
４３
５９
２８９
８１８
６４
４５
３６
４２
１８７
６０
６５
６４
６２
３０
２８１
４１
５１
４４
３９
３１
２０６
５６
４４
１６
５６
１７２
８４６
４７
２８
１９
３２
２８
１５４
４２
１７
３７
３２
５２
１８０
３３
３１
３０
３０
３２
２４
１８０
５１４

クラブ名
松山ホスト
久 万
松 山 東
砥 部
松山つばき
松山城山
Ｚ 合 計
松山道後
伊 予
双 海
松 山 西
松 前
松 山 北
松山湯築
松山城東
Ｚ 合 計
北 条
松山中央
松 山 南
東 温
松山金亀
松山白鷺
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
新 居 浜
新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
Ｚ 合 計
今 治
今治中央
今 治 東
今治くるしま
今治サーチング
Ｚ 合 計
伊予三島
川 之 江
伊予土居
伊予三島法皇
川之江中央
Ｚ 合 計
西 条
東 予
伊予小松
西条石鎚
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
大 洲
宇 和
伊予長浜
内 子
野 村
Ｚ 合 計
八 幡 浜
三 瓶
伊 方
保 内
八幡浜みなと
Ｚ 合 計
宇 和 島
伊予吉田
宇和島中央
南 宇 和
鬼 北
津 島
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計

Ｚ

１

２

３

１

２

３

４

１

２

３

Ｒ

１

２

３

会員現況
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物 故 会 員

謹んでお悔やみ申し上げます
�氏名・享年
�LC名
�入会年月日
�没年月日

◆
編
集
後
記
◆

山
地
ガ
バ
ナ
ー
は
、
就
任
挨
拶
の
中

で
、
会
員
増
強
、
環
境
問
題
を
、
強
調

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
、
米
国

で
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
、
昨
年

秋
の
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破

綻
に
よ
る
金
融
危
機
が
、
百
年
に
一
度

と
も
い
わ
れ
る
、
世
界
経
済
の
同
時
不

況
を
引
き
起
こ
し
、
厳
し
い
経
済
環
境

と
な
り
、
会
員
増
強
も
、
厳
し
い
時
期

と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
一
人
ひ
と
り

が
和
の
心
で
、
環
を
大
き
く
拡
げ
、
会

員
増
強
、
退
会
防
止
に
、
全
力
を
傾
注

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
一

方
半
世
紀
余
、
世
界
各
国
は
、
競
っ
て

経
済
発
展
を
目
指
し
、
長
期
に
わ
た
っ

て
、
自
然
を
犠
牲
に
し
た
森
林
の
乱
開

発
、
急
速
な
工
業
化
を
進
め
た
結
果
、

環
境
を
破
壊
し
地
球
の
温
暖
化
を
招
き
、

そ
れ
が
更
に
、
自
然
環
境
の
変
化
、
破

壊
へ
と
、
負
の
連
鎖
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
官
、
民
レ
ベ

ル
で
、
バ
イ
オ
燃
料
、
低
公
害
車
、
風

力
発
電
、
太
陽
熱
利
用
等
の
普
及
に
む

け
、
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

長
期
的
視
野
に
た
っ
て
の
、
自
然
環
境

の
回
復
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
な
時
で

す
。
我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク
ラ
ブ
も
、

Ｍ
Ｊ
Ｆ
の
基
金
を
活
用
し
て
、
森
林
の

回
復
、
緑
の
大
地
を
取
り
戻
す
べ
く
努

力
、
邁
進
す
る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
我
々
は
地
球
と
共
に
生
き
て
い

ま
す
。
我
々
は
地
球
を
愛
し
、
地
球
を

守
り
、
地
球
に
「
ウ
ィ
・
サ
ー
ブ
」

〈
地
区
誌
委
員
長

宮
本
宗
雄
〉

久米 一郎（８５歳）
４Ｒ―１Ｚ高松
１９５９年１０月２８日
２００８年１０月２０日

�
�
�
�

石川 智（６８歳）
２Ｒ―３Ｚ川之江
１９７３年８月２３日
２００８年１１月２５日

�
�
�
�

笹山 吾朗（８２歳）
４Ｒ―１Ｚ小豆島
１９６６年８月１８日
２００８年１０月１５日

�
�
�
�

市川 敏一（８７歳）
９Ｒ―１Ｚ板野
１９９１年１１月２１日
２００８年１０月９日

�
�
�
�

松下フミ子（６４歳）
１Ｒ―２Ｚ松山城東
２００７年３月２８日
２００８年１０月６日

�
�
�
�

梶原 忠弘（８４歳）
１Ｒ―２Ｚ双海
１９６８年４月１９日
２００８年１１月２０日

�
�
�
�

林 雅子（７３歳）
７Ｒ―１Ｚ高知よさこい
２００３年３月３０日
２００８年１１月１２日

�
�
�
�

山上 和好（７７歳）
４Ｒ―１Ｚ小豆島
１９７１年３月４日
２００８年１１月１０日

�
�
�
�

谷村 直（８３歳）
３Ｒ―２Ｚ八幡浜みなと
１９７４年１０月３１日
２００８年１０月２３日

�
�
�
�

多賀 順一（５８歳）
１Ｒ―３Ｚ松山白鷺
１９９２年３月
２００８年１２月１７日

�
�
�
�

犬井 義明（７８歳）
４Ｒ―１Ｚ高松葵
１９７３年３月２２日
２００８年１２月４日

�
�
�
�

國澤 幸広（４５歳）
７Ｒ―２Ｚ高知黒潮
２００３年５月２２日
２００８年１２月４日

�
�
�
�

藤田 勝志（７０歳）
２Ｒ―３Ｚ伊予土居
１９９３年１２月１日
２００８年１１月２７日

�
�
�
�

笹川 廣治（６８歳）
８Ｒ―３Ｚ阿南
２００５年５月
２００８年１０月１日

�
�
�
�

２００９年１月３１日現在（敬称略）
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国際平和ポスター 
コンテスト 

第21回 第21回 

国際平和ポスター 
コンテスト テーマ 「平和は自分から」 

336-A地区　『 最 優 秀 賞 』 

■コメント  

たくさんの人が平和に暮らせて、幸せになっ

てほしい。そういう気持ちで描きました。世

界中の人たちが手をとりあって、誰もが平和

を願う心が世界の平和へとつながるのではな

いでしょうか。 

最優秀賞  

走 川 智 寛 さん 
〈スポンサー：阿南ライオンズクラブ〉 

主催／ライオンズクラブ国際協会 
ライオンズクラブ国際協会336-A地区キャビネット 
スポンサークラブ／336-A地区各ライオンズクラブ 

そ がわ ち ひろ 

We Serve
2008～2009年 
ライオンズクラブ国際協会 

336-A地区　坂出キャビネット事務局 

〒762-0053  香川県坂出市西大浜北1-2-33 坂出グランドホテル南棟1F 

TEL 0877-59-0081   FAX 0877-59-0390 

E-mail : sakaide_c@lc336a.jp 

URL：http://www.lc336a.gr.jp/
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